Tl TIS) A al CURE, i AE 0 


@ は じ め に @ 


私 た ち が 日 常に お いて 人 の 表情 か ら どん な 気持 ちか を | 
| な ど 、6 つ の 共通 感情 に 留まら な い 様 々 な 表情 を 集め ま 
ラク ター の 気持 ち を 表現 する に は 、 そ の キャ ラク ター の | 
気持 ち を 的 確 に 表現 し た 表情 を 描く こと が 重要 で す 。 感 | 
| し て いま す の で 、 こ の 本 一 嘆 で キャ ラク ター の 顔 の 描き 
| 方 を 丸ごと 覚え る こと が で きま す 。 

本 書 で は 、 そ ん な キャ ラク ター の 気持 ち を 伝え る 魅力 | 
ある 表情 の 描き 方 を 、 約 800 点 の 作例 を 通じ て 解説 し 
て いま す 。 第 1 章 で は 、 表 情 が で きる 仕組 みや 顔 の 描き | 


無意識 に 感じ 取る よう に 、 イ ラス ト や 漫画 に お いて キャ 


情 が あふ れ 出 た 表情 は 、 と を に 言葉 で 語る より も 雄弁 に 
その キャ ラ の 気持 ち を 私 た ち に 訴え か け て きま す 。 


方 に つい て の 基礎 を 紹介 し 、 第 5 章 で は 、 世 界 共 通 の 6 


DORE, FEI, CRI, CL TI PML. LE こ 
表現 する ポイ ント を 弱 中 強 の 3 つの 段階 に 分 け て じ っ く | 


り と 解説 、 第 3 章 で は 恋愛 や コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 食 事 


し た 。 ま た 、 巻 末 の 第 4 章 で は 、 キ ャ ラク ター の 顔 を 描 
く 上 で 欠か すこ と の で き な い 髪 の 描き 方 に つい て も 特集 


近年 で は デジ タル ツー ル も 進化 し て 使い 心地 も 年 々 良 
く な り 、 イ ラス ト や 漫画 を デジ タル ツー ル 上 で 一 貫 し て 
制作 する こと も 難し く な く な っ て きま し た 。 本書 を 参考 
に 、 皆 さま が 快適 な デジ タル イラ スト ・ 漫 画 制 作 ラ イフ 
を お 楽し みい た だ けれ ば 幸い で す 。 

スタ ジオ ・ ハ ー ド デラ ックス 


本 書 の 使い 方 how to use this book? 


代表 情 が 描け る & 資 料 と し て 使え る 


本 書 は 、 イ ラス ト や 漫画 に お ける キャ ラク ター の 表情 や 感情 、 顔 の 描 を 方 に 特 化し た 解説 書 で す 。 総 勢 15 名 の イラ スト レー 
ター に よる 多彩 な 作風 で 宮 表 情 を 描い て いま す の で 、 イ ラス ト ・ 漫 画 の 資料 集 と し て も お 使い いた だ け ま す 。 


—® 


PUS なべ Wcm じ D つ く と は AMC MUO PRADA 
IRD HE, ROME IR STURT 


(D 'EN-Y THAT HEEDT-VÈHE. BOBTIS. AMAORISE 
表す ゲー ジ の アイ コン を 表示 し て いま す 。 


@ 各 イ ラス ト の 解説 。 表情 や 髪 を 描く 上 で 重要 な ポイ ント を 作例 ご と に 
説明 し て いま す 。 


信 各 章 に つい て 


EE 基本 編 天 情 を 描く た め の 基 礎 知 識 

表情 が で さる 理由 や し くみ 、 表 情 と 密接 な 関係 に ある 感情 の 
種類 を 紹介 。 後半 で は アタ リ を 使用 し た 様々 な 顔 の 描き 方 を 
解説 し ます 。 

応用 編 表情 の バリ エー ショ ン 

恋愛 や 会 話 で の コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 日 常 生活 な ど イ ラス ト や 
漫画 で よく 登場 する シー ン の 表情 の 作例 と 解説 と 紹介 し ます 。 


(2) 表情 の 作例 イラ スト 。 テ ー マ ご と に 複数 名 の イラ スト レー ター が 描い 
て いま す 。 


(④「 感 情 の 輸 ] ア イコ ン 。P18 で 解説 し て いる 「 感 情 の 輸 ] に 基づい て 、 各 
表情 に 該当 する 感情 を アイ コン で 表示 し て いま す 。 


ER 実践 編 6 種 の 基本 感情 の 描き 方 

El, [AR FR (REL. TL. HEE OBER. & 
表情 を 弱 中 強 の 3 段階 に 分 けた 多数 の 作例 で 表情 の 変化 を 描 
く ポ イン ト を な 解説 し ます 。 

ER 特別 編 zowan 

キャ ラク ター 造形 に 欠か せな い 髪 に つい て 、 種 類 や 描き 方 、 
男女 の バリ エー ショ ン 、 質感 の 表現 、 動き な ど を 解説 し ます 。 
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point テン ジタル ツー ル の 種類 


01 7 パソ コン 上 で 動作 する デジ タル ペイ ント ツー ル で 絵 を 描く 人 が 増え て きた 。 本 書 で は 、 BS 
く あ る ツー ル の 中 か ら TCLIP.STUDIO PAINTJ と [ペイ ント ツー ル SAI』 を ピッ クア ッ プ し て 紹介 する 。 


CLIP STUDIO PAINT 


CLIP STUDIO PAINT は 、 セ ル シ ス が 開発 する イラ スト 、 | 一 括 管理 、3D モ デル や 写真 の 線画 抽出 、 セ リフ の 一 括 編集 
漫画 制作 ツ ソフト で す 。PRO 版 と 、PHO 版 の 機能 を 拡張 し た | な ど 、 漫 画 制作 に 関わ る 機能 が 強化 され て いま す 。 ま た 、 ユ コー 
EX 版 の 2 種類 が 提供 され て お り 、EX 版 で は 複数 ペー ジ 分 の | ザー 同士 で 作成 し た 公開 素材 を 使用 する こと も で きま す 。 


FR SORIME RED (85 182.00 2572000 250001 20.98) A EV ARATE 30 BEC Ts, - CUP STUDIO FAINT EX ET) 

ファ イル F) RE) APM) アー (A) レイ ヤー(L WREBIS) 表示 ( ツ フィ ルター(3) ウィ ンド ウ (W) ヘル プ (B 

“e/a CEE Nd#ts su } か = 
ーー 5vscumeezs x os, US ーー 
EL | 
| 

ls | 

LOS 


| Pie ES) 
sir Ja: OO 


milles] 
»felele| ofall’ 
ï ae 78 Le 


A ¢ AH : |] 


中 央 の キャ ン バ ス ウィ ンド ウ の 左右 に 

| | 各種 設定 を 行う バレット や 、 複 数 の パレ ッ 
| | ト を 収納 で きる パレ ッ ト ド ッ ク 、 上 部 に 
= _ ロ hp。*m=@ | は コマ ンド バー が あり ます 。 


CY mo 


a 2 ee 


amsn 7 
rn Um 


b [CLIP STUDIQ] に は 、 別 売り の アニ メー ショ ン 7 Sims 
作成 や 3D の モデ リン グ 作成 ツー ル や 、 素材 を ダウ ン 
ロー ド 、 使 い 方 の 解説 な ど 、 イ ラス ト ・ 温 画 制作 を a 

補助 する 機能 が 多数 備わっ て いま す 。 Es 
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信 豊 富 な ブラ シ ツ ー ル 
8 リン ロバ ティ [培い 鉛筆 
_@ 
10S 6 


サブ プッ ツール [ 銘 委 ] ニー 


- | 
ae ES ニャ 
Del FRE __ ims<lal 
~~ Bis FRE |__|) 
ミーコ tue | 
TE で 4 鉛筆 、 ペ ン 、 筆 、 エ アブ ラ シ な ど が あり 、 そ れ ぞ れ に デフ ォ 


ー ー = mn ルト で 豊富 な 種類 が 登録 され て いま す 。 ブ ラ シ は それ ぞ れ カス タ 
== TM) VA ATE, MBOPFIYVESTLSTEST. 


編集 可能 な ベク ター レイ ヤー 


= VV 
v v 

v ト フ 

| wv トコ 

の w 

| v v 


Yew” 


全線 を 引く 全線 を 編集 儲 ブ ラ シ の 形状 を 変更 ブラ シ の 形状 を 変更 (3 


ビエ | a さ ム ペク ター レイ ヤー に ブラ シ で 描く と 、 線 や 図形 

を 後 か ら 変 形 ベ せる こと が で きま す 。 ま た 、 ベ クタ ー 

<> => 消し ゴム を 使用 すれ ば 、 通 常 の 消し ゴム と は 違っ た 
便利 な 線 編集 を する こと が 容易 に で きま す 。 


交差 し た 線 を 引く ベク ター 消し ゴム で 消す な は み 由 じ 線 が 消え る 

る レイ ヤー 機能 CESAM る 3D モ デル “ボー ズ 変 更 可能 な 
EE Le hail} i WE i a i I a 3D モ デル を 用 いれ 
l= vr Aa = ば 、 キ ャ ラ の アタ リ 
aa ~ | ee 100 + || 1e tie to > = emcee な ど 様 々 な 構図 を 描 
Liz si 0 ae]! le oeuf] A く 際 の 参考 に する こ 
| 100% 通常 ラー あー - と が で きま す 。 ポ ー 
"| cles pres : = ズ だ け で は な く 、 サ 
RTE: vx mens] | s Le ALPUOMESE 

het Fee >A eee : コ 

LE | RER 600 線 50% 円 単色 Ine 

| ray on Wie 

| p aa (pt | ne 

||| -tax 4 | lle 

= (QbGsesure tes (| : IE 


人 ベク ター レイ ヤー の 他 に 通常 の ラス 人 セル シス 公式 か ら 提供 され て いる 草 富 な トーン や 
ター レイ ヤー も 作成 で きま す 。 彩色 や テク スチ ャ な どの 素材 を 使用 する こと が で きま す 。 
フィ ルター を 利用 し て 効果 を 加え る な また 、 ユ ー ザ ー が 公開 し て いる 素材 を 使用 する こと 
ど 、 イ ラス ト か ら 漫画 ま で 様々 な 用 途 も で き 、 制作 を 大 い に 助け こく れ ま す 。 

に 対応 で きま す 。 
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ペイ ント ツー ル SAI は 、 SYSTEMAX が 開発 する ペイ ント ツー 特徴 を 持っ て いま す 。 快 適 に 絵 を 描く た め の 機 能 が シン ブル 
ル で す 。 ペ ンタ ブレ ッ ト を 用 いて 描く の に 適し た ブラ シ 機 能 『 に まとまっ て いて 、 製 品 版 が リリ ー ス され て か ら 数 年 以上 が 
や 、 操 作 が 簡単 で や か りや すい デザ イン 、 動 作 が 軽い な どの = 経つ 現在 で も 、 愛 用 し 続け て いる 人 が 多い 人 気 ツ ー ル で す 。 


基本 画面 


PreK MRD FeO レイ ヤー(D BARS フィ LK E-W HVE ED) 
Css BB) Dear [29% DO0D [wr SEED i sms D 


amaze QQ) 
| saad __we BE} 


| DA 
CROTCH 
天元 に 指定 


OBa a 


DORE | 


AER KEM IK 
SS OS 


eek? ———— | 
CELLES = ‘ 


キャン バス ウィ ンド ウ の 左側 に カラ ー サ ー ク ル な どの 色 - - 

BAPISIA, ARICRBROLXE PAENTES [es た % | (ae Dans 

ナビ ゲー ター や レイ ヤー 関係 の ウィ ンド ウ が 置か れ て いま ブラ シ サ イズ Blxto 1.0 
FANS mm 


す 。 吉 ウィ ンド ウ 配 置 は 変更 可能 で す 。 最小 サイ ズ (à) 
Be |1?7 ラ > nes 国 || ラッ 濃度 D 


| 


ARE GX (RE 1977ME/ ERRAOSSME) fi ui 8 ns 


A, ba a at {| CEMOFIA 
マー カー 適し コル à EE = = 
の 2 チ w な し 】 回 1 
グ © 8 & = 
m 2: > ore ーー 
MO al ERA (TEE 
ブラ シ の 種類 は シン ブル な が ら も 総 を 描く の に SRE 


必要 な も の が 揃っ て お り 、 使 い 道 が すぐ わか る よ | RRA KE |B =; 
うに な っ て いま す 。 Fe. 25008. xa | 本 SIS ア ト g 
や 濃度 、 テ クス チャ ー の 有無 、 筆 圧 の 感度 や 硬 さ | poy 画用紙 り ウレ ヨ ッ ほか し Sh wo 100) 
な ど を 詳細 に 変え る こと が で き 、 自 作 の オリ シナ | LS カル グー グー A ee. aeasiZ ee 
ル ブ ラ シ を パレ ッ ト に 登録 する こと も で きま す 。 と = = ーー 
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る 多彩 な ブラ シ 


4 最大 の 特徴 は 、 ア ナ ロ グ の 
描き 心地 に 極限 まで 近づけ た ブ 
ラ シ の 質感 。 鉛筆 、 筆 、 水 彩 筆 
な ど 、 初 期 設 定 だ け で も 多彩 な 
線 が 引け ます 。 慣れ て きた ら パ 


ラメ ー タ ー を 変え て 、 自 分 好み 
2 値 ペ ン キャンバス アウ リル 人 ^ 画 用 抵 アク リル ょ クレ ヨン の 描き 心地 を 追求 し まし ょ う 。 


制御 点 SBE GER HRS AL 
に | 4 & i$ 


Le ise 


曲線 折線 る 線 の 太 さ を 変更 


ベン 入れ ツー で 線 を 引く 


全線 の 形 を 編集 Ve 
人 ペン 入れ レイ ヤー で は 、 描 いた 線 の サイ ズ や 形 、 色 を 後 か ら 変更 する こと が で きま す 。 し 


また 、 修 正 液 と いう ツー ル が あり 、 消 し ゴム に 近い 感覚 で 線 を 消す こと が で きま す 。 人 修正 液 で 線 を 消す 


人 @ 手 プレ 補正 る 線画 の 抽出 


ET 
EEE) 
新規 イヤ や - ペ yAIUO — 


新規 イヤ ーyNG 2 
PRET Te) Sky 


に 
h 
LAIRD (4X 
ャ 補正 あり HELD D 


ム 補 正 な し oe Shift+GtrkE — : 

LASER Gwe Abel | 計る ア ナ ロ グ で 描い た 線画 を パソ コン 上 に 取り 込み た いと き は 、「 輝 度 を 
透明 度 に 変換 ] を 使え ば 真っ 白 な 部 分 を 透明 に で き 、 線 画 だ け を 取り 出す 
こと が で きま す 。 


SBXÉD GrT 
LIVRES 

ム フ リ ー ハ ンド で 線 を 引く と 線 が ガ | Lettres 

タ ガ タ に な っ て し まう と き は 、 ウ ィ レイ ヤー を 反 由 計 回 ) に 40 履 回 転 

ンド ウ 上 部 に ある 手 ブレ 補正 を 設定 | "DC 

する と 滑ら か な 線 が 引け ます 。 レイ ヤー を 実現 (や) 
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hee 5 FR 


(CLIP STUDIO PAINT]. も 「 ペ イント ツー ル SAll も 
まで の 手順 は ほぼ 共通 し て いる 。 快適 に 絆 を 描く た 


ツー ル の 特徴 は 異な る が 、 繧 を 描き 始め る 
に ため に 、 まず 下 準備 の 流れ に つい て 覚え よう 。 


キャ ン バ ス の 作成 


絵 を 描く に あたっ て 必ず 必要 と な る の が キャ ン バ ス の 作成 と | (dpi) も そこ まで 注意 し な く て も 問題 な い の で す が 、 最 終 的 
設定 で す 。 イ ラス ト 投 稿 サイ ト や SNS な ど 、 ウ ェ ブ 上 で 公 | に 紙 に 印刷 する こと を 赴 定 し て いる 場合 は 、 ウ ェ ブ より も 高 
開 す る こと だ け を 目的 と する な ら キ ャ ン バ ス サイ ズ も 解像度 | い 解像度 に 設定 し て お く 必 要 が あり ます 。 


@CLIP STUDIO PAINT 


me D] (① 作成 する キャ ン バ ス の 用 途 を 選択 する 。 イ ラス ト な ら 一 番 左 の 黄色 
= 1 1 ae の アイ コン 、 湿 画 な ら 左 か ら 2 番目 の 紫 の アイ コン を クリ ッ ク 
ar EE sas | 
QE) As | @ キャン バス の サイ ズ と 解像度 を プリ セッ ト か ら 選 択 す る 。 ウ ェ ブ 用 
イル を (Ak キャ 2 表情 を 舞う な ら 72dpi、 カ ラー の 印刷 物 な ら 350dpi、 モ ノ ク ロ の 印刷 物 な ら 
600dpi を 選択 する 
ーー 2 D MO mr ③ @ の プリ セッ ト に 当て は まる サイ ズ が な か っ た 場合 、 BECOME 
D on tee | 縦 模 の サイ ズ を 入力 、 も し く は 右側 の プル ダウ ン メ ニュ ー か ら 用 紙 
Mr Ses | | サイ ズ を 選択 する 
④ moni is に | @ ⑳ の プリ セッ ト に 当て は まる 解像度 (dpI) が な か っ た 場合 、 直 接 こ 
き を We(Ck | レー [m0 | の 欄 に 入力 、 も し く は 右側 の プル ダウ ン メ ニュ ー か ら 解 像 度 を 選択 
area 00 > | する 
LL ep) 
イラ 2 ト eS | 
BEA TAF ER TOME, DE DD ETAT 
HD EELER | 
る ペイ ント ツー ル SAI 
merry rR ea) て ① キャ ン バ ス の サイ ズ と 解像度 を プリ セッ ト か ら 選 択 す る 。 ウェ ブ 
— 用 は サイ ズ の み で 解像度 の 記載 な し (72dpi)、 カ ラー の 印刷 物 な 
ら 350dpi を 選択 する 
ファ イル 名 : | 新規 キャ ン バ パス J 
ED [HES @ ⑤@ の プリ セッ ト に 当て は まる サイ ズ が な か っ た 場合 、 直 接 この 欄 
(D 広中 0 サイ ズ : | B5 - 350dpi ns [CHOY LEAN TS 
Me: | 182 
que 5 = ui (=) @ ⑳ の プリ セッ ト に 当て は まる 解像度 (dpl) が な か っ た 場合 、 直 接 こ の 
= ーー 欄 に 入力 する (※ 右 側 の プル ダウ ン メ ニュ ー は 「pixel/inch」 を 選択 ) 
(3) 解像度 : |350 pxelinch 回 | 
サイ ズ 情 報 
キャ ン パ ス サ イ ズ : 2507 x 3541 (181.937mm x 256.976mm) 
幅 基準 の 上 限 : 2507 x 10000 (191.937mm x 785.715mm) 
ERED LER: 10000 x 9641 (725.718mm x 256.976mny 
xs 
+ ャ ン バ パス サ イズ と 解像度 


この 項 で 上 げ て いる dpi は 「dots per inch] DT, = near terra 印刷 物 に 必 倫 印 刷 物 : | カラー 350dpi, 


EUHBER NVI)OF 4271 41THABICEX272dpitDE<. HS—BS 
_850dpi. E/JOORETHNISCOOUPIDSTEMBR LU, キャンバス サイ ズ は ー 3 
Dixel よ り も 、 mm や om で 表示 し た ほう が ED 周 時 の サイ ズ が 四 感 約 に わか りや すく な る 。 t SILI : 72dpi~ 


モノ クロ 600dpi 


EL. BREDA HE fl oe oe くべ 開 限定 な ら 72dpi で も 十分 だ 。 
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レイ ヤー の 設定 


新規 に キャ ン バ ス を 作成 する と 、 ど ちら の ツー ル も ラス ター レ | 


イヤ ー が 1 枚 設定 され ます 。 画像 な ど を 扱う と き に 使用 する ラ 
スタ ー レ イヤ ー は べ 夕 塗り 、 ト ー ン 貼り な ど に 向い て いま す が 、 


@CLIP STUDIO PAINT 


最初 の 線 を 描く 段階 で は 後 か ら 線 を 編集 で きる ベク ター レイ 
ヤー が 向い て いる こと も あり ます 。 工程 ご と に レイ ヤー を 分 け 


| る と 作業 効率 が 良く な り ま す 。 


る ペイ ント ツー ル SAI 
Dani 


① ラス ター レイ ヤー を 作 
成 し た い 場 合 は 「 通 常 
レイ ヤー の 新規 作成 」 
アイ コン を クリ ッ ク 


yo ラス ター レイ ヤー を 
bal sv las | — 作成 し た い 場合 は [ 新 
規 ラス ター レイ ヤー」 
] アイ コン を クリ ッ ク 
= F] 100W 通常 (ペク ター レイ ヤー を 
5 ター ルイ ヤー 作成 し た い 場合 は [ 新 
100 % 5B 規 ベ クタ ー レ イヤ ー] 
に 2 os アイ コン を クリ ッ ク 
100 x 通常 | | ③ 任意 の レイ ヤー を 右 
ie 下書き クリ ッ ク し て 「 レ イ 
= ヤー 設定 ] [LA 
ms [ Te mo ヤー 名 の 変更 」 を 選 
Fa) 択 、 も し く は レイ 
| | ヤー 名 を 直接 ダブ ル 
に | A クリ ッ ク し て 名 前 を 
—4 ê = = RE 
き __bimisnre 
sf 


(⑧ ベク ター レイ ヤー を 作 
成 し た い 場 合 は 「 ペ ン 入 
れ レ イヤ ー の 新規 作成 」 

Oo アイ コン を クリ ッ ク 


(⑬) 任意 の レイ ヤー を 選 
択 し て 画面 上 部 の メ 
ニュ ー か ら 「 レ イヤ ー 
(Ol — 「 レ イヤ ー 名 変 
更 ] を 選択 、 も し く は レ 
イヤ ー 名 を 直接 ダブ ル 
クリ ッ ク で 名 前 を 変更 


下 の L イ ヤー で 列 光 2 が 
〇 領域 検出 元 に 指定 


シ を 選ん で 描く 
自分 好み の ブラ シ を 選択 し て 、 頭 の 中 に ある イメ ー ジ を 描き 進 | 


使い 勝手 が いい 場合 も あり ます 。 こ の 本 で は 約 800 点 に 及ぶ が 表 


め て いき ます 。 ア タリ や 下 描 さ は 鉛筆 系 の ブラ シ が 使い や すそ | 情 の 作例 を 紹介 し て いま す の で 、 自 分 に 合 つた 作例 を 参考 に し 
うな イメ ー ジ が あり ます が 、 人 に よっ て は 筆 や 水彩 筆 の ほう が | な が ら 描 を た い モ チー フ を 探し て いき まし よう 。 
@CLIP STUDIO PAINT る ペイ ント ツー ル SAI 
ETES (① ペン 、 SE. MT = MB. IT ISY. 
中 | | OE ts a ーー ジー の yo (の ノ Pe 7: な と の 
© 意 の ブラ シ ツ ー ル を ラー かー 消し ゴム BIR SRE 中 か ら 任 意 の ブラ 
選択 2 @ & シ ツ ー ル を 選択 
(⑧ サブ ツー ルウ ィ ン ド Je eme | | ②⑨ サ イズ 35m 
ウ か ら 使 用 し た い ブ 度 な ど を 設定 し て 
ラ シ の 種類 を 選択 AR KR [BR 描く 
Le KO PIS ff 
ブラ シ の サイ ズ 、 = の | 。 
1 nn." ETES ae +087 ER タレ ヨン ほか し 
(PS ae pans | CEBEL TIC PINS FNS fF AB 
nN mnie | ie Das 
上 / | DS ブラ シッ サイ ズ 回 [x1p② 1 
a 最小 サイ ズ - aT 
LE] bee ye + pa eae] 
Fey It jz ao 
LE) (Exon) 回 
¢ ③ ブ プラ シ サ イズ | tz カス チャ な し 】 回 » 
> に | 
+ P37 RE 
mm | | 
8 || FE 
EEE 
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Point プラ シン 設定 と 作例 


ら つ の ツー ル と も に 複数 の プラ シ が ある が 、 実際 に どれ を 使っ た らい い の が 迷っ て し まう 人 も いる 
か も し れ な い 。 参考 と し て 、. 本 書 に 参加 じ た イ ラス . ト レー ター の 使用 ブラ シ と 作例 を 紹介 し よう 。 


CLIP STUDIO PAINT il 還 


@ 濃 い 鉛筆 

ブラ シ は デフ ォ ル ト で 登録 され て いる 鉛筆 ブラ シ の 「 濃 い 鉛筆 ] で す 。 描 く と き は 
全体 を ば っ と 目 で 見 た と き の バ ラン ス が お か し く な ら な いよ うに 、 常 に 別 ウ ィ ン / 
ドウ で 全体 が 見 える 小さ い 画 像 を 確認 し な が ら 描 いて いま す 。 (荻野 ア つ き ) 


ETES 
Ls | 
プシ 9 イズ Se 
«| Dim 
ガッ 濃度 内 
Cm 
ナル 補正 | [NB | là 

人 厚 塗り 鉛筆 


セル シス が 運営 し て いる 借 作 活動 応援 サイ ト 「CLIP」 で 公式 か ら 配 大 され て いる 
「 厚 塗り 鉛筆 ] (コン テン ツ ID : 1376452) を その まま 使用 し て いま す 。 絵 を 描 
く と き は 、 描 きた い シ ー ン の アニ メー ショ ン を 脳 内 で 妄想 し 、 そ の 1 カッ ト を 切 
り 取 る よう な イメ ー ジ で 描い て いま す 。( 印 カ ・ オ ブ ・ ザ ・ デ ッ ド ) 


El be ツー ルプ ロバ ティ ( 厚 搾り 負 和 ] に 


—— 
ブッ サイ ズ als) 
. 3200 を し 


2 | (i |b 


=7 ME [| | lb 
入り 抜き な し AIG) 
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om AE 


の を 使っ て いま す 。 キャ ラ を 描く と まさ は 「 ど うい 
う 感 情 な の か を 解り や すく する 」「 イ メー ジ し て 
いる キャ ラク ター 像 を 崩さ な いよ うに 気 を 付け 
る 」 と いっ た 点 を 意識 し て いま す 。( 不 丘 ) 


手 # ル 補正 


る @ カ ブラ ベン 、 薄 い 鉛 等 

は じ め の 大 ま か な ラ フ は 「 カ ブラ ペン 」 を 、 そ の 後 
の 下書き で は 「 薄 い 鉛筆 ] を 、 そ れ ぞ れ 設 定 を 少し 3 ir - 
変え て 使っ て いま す 。 キャ ラ が 感情 を どう 表情 に | ペー ee | | = = a || 
出す の か を よく 考え て 、 目 と 眉毛 を 動か すこ と を 

意識 し な が ら 描 いて いま す 。( あ おい サク ラ 了 ) 


ルプ ロバ パテ ィ プ ラベ ン ] 


プラッ サ イズ SS 12.02 /8|| | 

= | we = = | 

アン チエ イリ アス J | eT TS | 
フレ | ne  u; 
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ペイ ント ツー ル SAI 


人 @ 水 彩 筆 、 鉛筆 


ラフ は 「 水 彩 筆 ]、 本 描き は 「 鉛 筆 」 ブラシ で 、 そ れ ぞ れ 設 定 を いじ っ て 
いま す 。 ア タリ は 正しい 位置 へ の パー ツ の 配置 、 下 書き は 自分 の 描き 
た い イ メー ジ を 掴み 取る 段階 、 本 描き は 絵 を 魅 力 的 に 仕上 げ よ うと 努 


See | 


最小 濃度 


力 する 段階 と 割り きっ て 考え 、 最 初 か ら 完 成品 に 持ち 込ま な いよ うに 
注意 し て 描い て いま す 。( 仲 間 安 方 
鉛筆 = 
ea8|e Owaaal 
ラッ サイ ズ 回 展 1p- 8.0) | ブラ ッ サ イズ 回民 rg _ 
忠 小 サイ ズ | og} 最小 サイ ズ 
D) プラッ 濃度 
『 通 淀 の 円 形 】 | 【 通 常 の 円 形 】 
handwriting02 [handewitingd1 | 
混色 
ae [8 回 | な 
BOS | _ ll 色 延 せ 
AES (0 nO || DUB 
回 詳細 設定 


SES | 9 
BE: MRE サイズ 


+ 
LA Ce 
ルレ クー 


ンク ン 


人 @ 筆 ( 来 算 ) 
ブラ シ は [BI の 描 
画 モ ー ド を 乗算 に 
し て 設定 を 調節 し 
て 使用 し て いま す 。 
キャ ラ を 描く 際 に 
は 、 線 が 綺麗 な こ 
と に 越し た こと は 
な いで す が 、 多 少 
線 が 粗く と も 綺麗 
な 「 形 ] を 優先 する 
よう に 心がけ て い 
ます 。( か すか ず ) 
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EE: = 
357442 DE 

最小 サイ ズ | 
ブラ シッ 濃度 上 
[canon 回 

| 2 チャ * な し 】 回 
混色 
水分 量 
xv 


月度 を 維持 
ate 

meee | 
sexo [io 
EN 3 
BARESE 0 | 
SE wea | 

SE: Vig サイ ズ AB 


トニ ヤリ と 笑う 
人 は 見 聞き し た も の や コミ ュ ニ ケー シ ET, 
嬉し さ 、 悲 し さ 、 怒 り と いっ た 感情 (気持 ち ) を 抱き ます 。 
その 感情 が 顔 の 筋肉 を 動か し 、 顔 に 表情 を 作り ます 。 


ジン ー ン 
ト ひ る む ( 怖 が る ) cy LN 


切な い 


暑 さ や 寒さ に 対す る 体 の 反応 や 、 眠 
く な る 生理 現象 、 病 気 に よ る 体調 の 
変化 な ど 、 自 分 の 意志 や 感情 と は 無 


関係 の 体 の 機能 に 対し て も 、 無 意識 
の うち に 表情 は 生ま れ ま す 。 


食べ 物 を 口 に 含ん で 、 噛 お 、 飲 むと いっ た 動作 を する 1 = 


こと で 顔 の 形 が 変わ る ほか 、 味 覚 に よっ て お いし い 、 - 7 

まず いと いっ た 感想 が 、 BLU, HEURE POULET ay 

繋が り 、 食 事 し て いる 上 顔 に は 自然 と 表情 が で きま す 。 編 
CO 


PETS CHE 


多く の 研究 結果 に よれ ば 、「 喜 び 、 怒 り 、 
GL, Re, Et, MRI COGE 
の 感情 は 、 人 種 や 地域 、 文 化 に 関わ ら ず 
みな 同じ 表情 を する と いわ れ て いま す 。 


心理 学者 の ロバ ー ト ・ ブ ル チ ッ ク は 、 左 ペー ジ の 6 種 の 感情 | 日 本 人 に は 馴染 み が 薄 い 表 現 が ある か も し れ ま せん が 、 感 情 
に 「 信 頼 」 と 「 期 待 ] を 加え 、 そ れ ぞ れ の 感情 の 強弱 と 組み 合わ | の 分 類 が と て も わか りや すく まとめ られ お り 、 本 書 で も この 
せ を 表現 し た 感情 モデ ル (MOM) を 提唱 し まし た 。 一 部 、 | 表 を 参考 に し て 表情 を 紹介 し て いき ます 。 


物 思 い 
絶望 


V 


日 本 語 に は 感情 を 表現 する 言葉 が いく つも あり 、 上 述 の 「 感 情 の 輸 」 
に 当て は め る より も スト レー ト に 表情 の イメ ー ジ が 湧き や すい 言 
葉 が あり ます 。 感情 を 表す ボキ ャ ブラ リー を 増やす と 、 描 ける 絵 
の 幅 も 広がり ます 。 


嬉し い 、 ド キ ド キ す る 、 憧 れる 、 尊 和敬 する 


期待 する 、 ワ クワ ク す る 
信じ る 、 警 戒 する 、 怪 し む 、 照 れる 、 恥 じ ら う 
焦る 、 切 な い 、 胸 が 苦し い 、 胸 が と きめ く 、 心 が 武 る 


| 悔し い 、 悔 し 泣き 、 す ね る 、 お くれ る 、 妖 外 、 憎 いな ど 


/ 
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億 規 、 表情 を 作る 顔 の パー ツ 


03 私 た ち は 表 情 を 見 て その 人 が どん な 気持 ち を 抱い て いる か 自然 に 読み 取っ て いる が 、 ど こ を 見 て 
その 判断 を し て いる の だ ろう か ? 表情 を 作り だ し 感情 を 表す 顔 の パーツ に つい て 解説 し よう 。 


重要 な の は 目 ・ 眉 ・ 口 の 動き 


どん な 表情 か を 判断 する ポイ ント は 、 目 と 眉 、 そ し て 口 の 動き で す 。 
これ ら の バー ツ の 組み 合わ せ で 表情 を 描き 分 ける こと が で きま す 。 


fill : 激怒 する 


人 激しく 怒っ た こと で 興 奉 し 、 障 孔 が 開く 、 目 の 周り 
に 力 が 入っ て まぶた が 大 きく 見 開く 、 眉 問 に シワ が 寄 
る 、 有 眉 万 が 吊り 上 げ る 、 と いっ た 特徴 が 表れ ます 。 


アプ 


人 上 下 の 歯 が 見 える ほど 口 を 大 きく 横 に 開き 、 口 を 開 
け て 問 鳴 っ て いま す 。 怒 る と 類 の 筋肉 に 力 が 入る た め 、 
口 は 縦 より 横 方 向 の 開き 具合 が 大 きく な り ま す 。 


ン 
| 


J 


PUL TMS 


020 ング 


目 ・ 眉 


喜び pa” 


悲し み pes) _ 


\ 


目 の 特徴 は 、 目 を 見 開く 、 目 を 細め る と いっ た まだ ぶた の 動き | 合わ せ で で き て いま す 。 有 眉 は 、 帳 頭 が 上 が る ・ 下 が る 、 眉 全 


と 、 障 孔 が 開く 、 目 を そら す と いっ た 了 瞳 の 動き の 2 つの 組み | 体 が 上 が る 、 眉 間 に シ ワ が 寄る 、 と いっ た 特徴 が 表れ ます 。 


喜び p4 ヵ #8) (ps5) 悲し み (pes) 


WW | NN 


口 の 動き は 、 口 角 が 上 が る 、 歯 を 食い し ば る 、 Er 下 辱 の 下端 を 線 で 描き 加え る と 唇 の 
下 縛 に 力 が 入る な ど が 挙げ られ ます 。 上 下 の 唇 の 形 と 歯 の 見 立体 感 が 増し ます 。 
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ry 表情 に 関わ る 骨 と 筋肉 


04 RSLTESMOVIPRORCSORMOVIBE, 顔 に 表れ る 線 は 皮膚 の 下 に ある 骨 や 筋肉 
が 影響 し て いる 。 多く の 顔 の 骨 と 筋肉 の 中 か ら 、 表情 に 関わ る 部 伺 を ピッ クア ッ プ し て 解説 する 。 


骨 と 筋肉 の 顔 に 表れ る 部 位 


顔 の 骨 と 筋 内 は 人 体 の 中 で も 特に 複雑 な 形状 を し て いま す が 、 表 情 を 描く 
だ け な ら すべ て の 部 位 を 覚え る 必要 は あり ませ ん 。 骨 で あれ ば 類 骨 と 下 あ 
ご 、 筋 肉 で あれ ば 目 や 眉 、 口 の 周辺 の 筋肉 を 覚え て お け ば 役に立ち わ ま す 。 


il 


前 頭 筋 

刷 を 上 に 上 げ 、 顎 に 横 
を 作る 筋肉 
マ に 動か せる 


| pana 
上 下 の ま ぶた を 動か | 
ーー す 目 の 居り の 筋肉 


ARABE), AMC) 
口角 を 上 や 外側 に 引 つ 張り 笑顔 を 作る 肪 内 | 


ORR 
上 下 の 医 を 動か す 節 肉 。 SIC — 
口先 の 動き に 対応 し て いる 


OS Felis 
口角 を 下 に 下げ る 筋肉 


thie 
アゴ を 動か す 筋 肉 
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表情 と 筋肉 の 動き 


表情 が で きた と き 筋 肉 が どう 動い て いる の か 、 い くつ か の 例 を 用 意 し ま ee 
Lit. 目 の 周 りや 口 の 周り に 注目 し て 、 筋 肉 の 動き を 観察 し て み ま し ょ う 。 ブロ ッ ク に 分 け て 捉え る と 


形 を 把握 し や すく な る 


訪 筋 が 口角 を 下 


し 
そう 


ee 


FEREZ, Of 
RHOLMOLE 
店 た を 上 げ る 


ぁ 目 や 口 を 大 き 
く 開 ける よう な 
< RTH. 
BOLAR. B. 
鼻 、 耳 の 位置 は 
変わ り ま せん 。 


EH ft |B 


Sal = fi や 
= 
Lessons 年 齢 と 顔 の シ ノ 
人 間 の 顔 は 、 年 齢 と と も に 肌 の 張り が な く な り 、 筋 内 も 衰え て シワ や た る み が で きる よう に な 
る 。 積み重ね た 歳 月 を 感じ させ る 表情 を 描く た め に 、 顔 の シワ が で きる ポイ ント を 押さ えよ う 。 


シワ や た る み が で きる 場所 


顔 の 中 で 特に シワ や た る み が で きやすい 場所 は 、 額 、 こ めか み 
目元 、 類 、 ほ うれ い 線 、 口 の 周辺 、 ア ゴ 、 首 な ど が 挙げ られ ます 。 


>a. BM. AR. 
IZSNUR. BOR 
膚 が た る ん で いる シ 
ワ を 描き 込む と 、 お 
じい ちゃ ん 顔 に する 
こと が で きま す 。 


目の下 の く ほ み 、 ぼう れい \ 線 
if っ きり と 描く 
年齢 が 上 が る 
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30 代 前 後 か ら 皮 膚 や 筋肉 の 老化 が 始ま り ま す 。 個 人 差 は あり ます が 、30 代 後半 一 40 代 に な る と 目元 や 
類 に その 兆し が 表れ 始め 、5O 代 で さら に 顕著 に 、60 代 を 超え る と 顔 の 皮膚 全体 が 大 きく 垂れ 下がり ます 。 


30 代 後半 一 40 代 


頭 に シワ が で き は じ め る , 
_、 また 、 元 々 類 辿 が 出 て いた 
り エ ラ が 張っ て いた りす る 
Ald, BORDBSICES 


肉体 的 に は まだ 若く 、 目 の 下 に 
惨 く 娠 が 浮き 出る 程度 。 導 の 彫 
り が 深い 人 で あれ ば 目立た な い 


= 
実 
践 
i 


BOARD. MAOW 
が 源 く な る 。 誠 問 や 分 の 
根元 の シワ 、 ほ うれ い 線 
な ど が 下 然 と 出 始 め る 


目元 の 皮膚 が た る み 、 目 尻 の シ 
[| ワ が 出 て くる 。 アゴ が 細く て も 
類 の 了 挫 が 減っ て 骨 が 浮き 出る 


女性 は 男性 と 比べ て 線 は 

柔らか い が 、 鼻 か ら 類 に 
ェ ーー か け て の シワ 、 ほ うれ い 
線 、 類 演 な ど 老 化 の 特徴 
が は っ きり と 顔 に 出る 


頭 全体 の 皮膚 が た る かみ 、 ARO 
シワ 、 ほ うれ い 線 が くっ きり と 
表れ る 。 アゴ か ら 首 に か け て の 
攻 膚 は 大 寺 く た る ん で いる 


ie 
3 


Es 


are i 
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p30 ~ 40 代 の 
オジ サン 


| 球体 | 球体 状 の 輪郭 は 、 未成 熟 な 赤ん坊 や 幼児 の ま か 、 ふ く よ か な 人 、 お じい ちゃ ん と いっ た 丸っこい 顔つき の キャ On 
ラク ター に 向い て いま す 。 Si 


ns 


女子 小学 生 


践 
編 


BBS I 


太っ た オジ サン 


Hwa MSH 


隊長 皿 衣 の 輸 部 は 、 骨 が 角張っ た ゴツ ゴツ し た 体格 の キャ ラク ター を 描く の に 向い て いま す 。 多 く の 場合 、 成 
人 男性 が 当て は まり ます 。 


と お じい さん と こつ い オ ジリ ン JF Ne 


| 特殊 型 | 個性 的 な キャ ラク ター を 描き た いと き は 、 逆 三角 形 や 台形 な ど 、 普 通 で は 使わ な いよ うな 特殊 な 輪郭 を 用 い 
る と 効果 的 で す 。 


O ょ ろ っ と し た 了 顔 が 大 きい 男性 
男性 


細長 本 円 

キュ ー ブ 状 
第 
= 
& 
践 
編 

神経 質 そ うな ト 類 骨 が 出 て いる / 
男性 お ば あさ ん 
逆 三 角形 五角 形 

第 
章 
応 
用 
編 

peer an と 太り すぎ た 

張っ た 男性 男性 
六角 形 a 
oh 
台形 Pl 
特 
別 
編 
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a ore AT =] ~ ーー や 
% 
Lessons Weed J] SLES (DE BL Bad 
(OV Ay の 上 や 表情 を 自分 な り の 失 で 表現 する に は 、 実 物 の 特 微 を 捉え て 「 箇 了 化 」 や 「 講 張 」 を する デ 
フォ ル メ の 技術 が 欠か せな い 。 実際 に 描き 始め る 前 に 、 デ フォ ル メ 表現 に つい て 考え て みよ う 。 


主 線 を 減ら す シ ンプ ル 化 
キャ ラク ター の 特 向 を 残し つつ 少な い 線 で 描く こと は 、 
意外 と 交易 度 が 高い 技術 で す 。 最 初 は 写真 な ど を 参考 


に し て リア ル な 頭 身 の 顔 を 描け る よう に 練習 し 、 そ こ 
か ら 主 線 を 減ら し て シン プル 化し て いき まし ょ う 。 


① 細 い 毛 東 を まとめ て 太く する 
⑧ 一 重 ま ぶた を 一 本 の 線 で 描き ぎ 、 ま つ 毛 の 外側 を 濃く する 
(③ 下 唇 の 下端 や 鼻孔 を 取り 、 口 を 一 本 の 線 に する 
④ ア ゴ の 輪郭 を 少し 柔らか くし 、 首 筋 の 線 を な くす 
⑤ 耳 の 描き 込み を 減ら し 、 緑 の 線 だ け 描く 


① 毛 の 線 を 減ら し 、 髪 の アウ トラ イン を 強調 する 
⑧ 目 を 大 きく し 、 下 まつ 毛 を 一 本 の 線 に する 

③ 口 の 両端 を 入 く し 、 上 唇 の ライ ン を シン プル な 曲線 に する N 
④ 耳 の つけ 根 と 類 の 輪郭 や 、 首 と 肩 の 交差 する 箇所 の 線 を 繋げ る 
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ちび キャ ラ の 表情 を 描く に は 、 ら ー4 頭 身 ほ ど を イメ ー 
ジ し て 頭 部 を 大 きく し 、 目 や ロ な ど 顔 の 特徴 的 な バー ツ 
を オー バー に 描く の が ポイ ント で す 。 


① 頭 部 を 大 きく し て 、 八 
ネ 毛 を 強調 する 

⑧ 細 か い 毛 束 を 大 き な 
房 状 の 束 に する 

⑧ 目 、 耳 、 口 を 大 きく し 
て 目 の キ ラキ ラ を 強調 
④ 輪 郭 は 幼児 の 顔 の よ 
うに 横幅 を 広く する 

⑤ 頭 部 と は 反対 に 、 首 は 
細く する 


① び っ くり し た 眉 の 
カー ブ を 強調 する 
⑧ デ フォ ル メ し つ 
つ 、 毛 の 流れ も 少し 
描き こむ 
まぶた を 大 きく 、 
目 を 小さ く 描い て 差 
を つけ る 

④ 汗 の 量 を 増やす 


悲し い 
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『 Lessons 1 


目鼻 や ロ の 位置 が 把握 し や すい 分 、 ち ょ っ と し た ズレ も 目立ち や すい 正面 顔 ・。 ア タリ を うま く 活 用 すれ ば 、 
早い 段階 か ら バ ラン ス の 狂い を 修正 し て いく こと が で きま す 。 


る 左右 の 類 骨 か 
ら ア ゴ に か け て 
輪郭 線 を 引き 、 
BCE M 
の 下端 の アタ リ 


ue 


アタリ の も と と な る 人 円 の 左右 と 上 下 の 中 央 に 
円 を 描き ます 。 アタ リ 線 を 引き ます 。 


4 目 、 鼻 、 口 の アタ リ 
を 取り な が ら 描 きこ 
ん で いき ます 。 


“女性 は 男性 に 対し て 、 鼻 か 
ら 顎 まで の 距離 を や や 短く す 
る と 性 差 が 出 や すく な り ま す 。 
鼻 の 下端 と アゴ を つない だ 線 
の 長 さ を 全長 と し て 、 以 下 が 
お よそ の 基準 と な り ます 。 
[男性 ] 1/3: 口 の 位置 、1/8: 
唇 の 下端 の 位置 

[女性 ] 1/3: 口 の 位置 、2/3 : 
侍 の 下端 の 位置 


アタ リ を 
ス の 良い 鳥 を 摺 け 


3 女性 の 生え 際 
も 、 男 性 と 同様 
に 頭頂 部 と 眉 の 


Skis, 間 、1/8 の 位置 
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倖 め 正面 向き は 、 顔 の 立体 感 が 出る の で 見 栄え の いい 構図 で す 。 た だ し 、 目 の 形 が 左右 で 違う な ど 各 パー ツ 
の 形状 が 変わ る の で 、 顔 の 中 心 線 の 位置 を 常に 意識 し て バラ ンス を 取る こと を 心がけ まし ょ う 。 


ーー Boe 2 耳 は 眉 の 高 さ 
gor mi fo NS まり に 


1/2 
1/2 

| EROS 

|¢——— 3 . 

| まっ すぐ 引く ー 妨 の ライ ン 
正面 向き と 同じ く 、 正 円 状 の アタ リ を 描 へ 顔 の 向き を 決定 する た め 、 正 面 と 側面 に 4 横線 の 少し 下 に 目 の 高 さ の アタ リ 線 を 引き ます 。 
きま す 。 二 次 元 的 な 円 で は な く 、 球体 を 意 継 の アタ リ 線 を 引き ます 。 その 後 、 球 体 を 。 目 の 高 さ を 中 央 と し て 、 了 頭頂 部 まで の 距離 と 同じ だ 
LET. 2 等 分 する 横 方 向 の アタ リ 線 を 引き ます 。 け 下 側 に 引き 延ばし た 位置 が アゴ の 下端 に な り ます 。 
4・ 男 性 JET ABOUBERTT 5 UR < 女性 の アゴ の ライ ン 言 


は 、 和 柔らか さ を 意 識 し 
郭 の アタ リ を 描き ます 。 À て や や 丸く 描 を ます 。 
分 の 顔 の 額 、 鼻 、 口 な ど を 
自分 で 触っ て いく と 、 ど こ 
が 突出 し て いる か より わか 
りや すく な り ま す 。 


\ を 顔 の 中 心 に 描き 、 目 と 輸 
\ 


女性 は 首 が 細く 
肩 周 り の 肉 が 環 い 


類 の ライ ン を 基準 に アゴ を 
描く 。 男 性 の アゴ は や や 衣 
張ら ちら せ て が っ し り と 


ー 男性 は 畠 が 太 
く 、 肩 まわ り 
に 肉 が 付く 


応 
用 
完成 à 
] 
頭頂 部 か ら 後頭 部 に 
か がけ て 頭 部 の アタ リ 
を 引き 、 髪 の アウ ト 
ライ ン が その アタ リ 
を え より も 内 側 に 来 な い 
SUPER SD よう は きす る 
RE: は 男性 よ 3 
ce く 丸 い ラ イン に 3 
別 
ト 基本 的 な 目 、 鼻 、 編 
口 の 位置 は 正面 向き 
の 顔 と 同様 で す 。 
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フカ ン (AR) は 対象 を 上 か ら 見 下ろ し た 構図 。 水 平 な 位置 か ら 見 た 顔 に 比べ て 、 口 や 鼻先 が 下向き に な る 、 
目 が 伏し 目 に 見 える 、 頭 頂部 が 見 える と いっ た 特徴 が 現れ ます 。 


1 ™ B 
i 


に 
人 正面 と 側面 に 縦 の アタ リ 線 を 、 人 正面 、 斜 め 向き の 顔 と 
人 水平 な 位置 か ら 見 た 斜め 向 球体 の 中 央 に 横 の アタ リ 線 を 引 同じ 要領 で 、 目 の 高 さ の 
き の 顔 と 同じ よう に 、 球 体 を きま す 。 正面 側 の 縦 の アタ リ 線 アタ リ 線 と 鼻先 、 ア ゴ の 
意識 し た 正 円 を 描き ます 。 は まっ すぐ 下 に 伸ばし ます 。 位置 を 描き ます . 


4・ 女 性 


CAT FUI AS CHORD 
線 の アタ リ を 立体 的 に 描き 、 目 、 


鼻 、 口 の 位置 を 決め て いき ます 。 アゴ の 先端 は 、 最 初 


っ すぐ な 
) 線 より も 内 側 
の 位置 に くる 


フカ ン の と き 、 蛋 の アタ リ は お 
下向き 


頭頂 部 の アタ リ を 参 : 
St, BOS 
分 か れる 位置 を : 
握 し や すく な る 


完成 


= _ 
把 


る と 伏し 目 に な り が ち 
な フカ ン の 構図 で す が 、 
基本 的 な 構造 は 斜め 向 
き の 顔 と 同様 で す 
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^ 球 体 を 意識 し て 円 状 
の アタ リ を 描き ます 


ト 正 面 と 側面 に 縦 の ア 
タリ 線 、 球 体 の 中 央 に 
横 の アタ リ 線 を 引き 、 
さら に 首 の 大 ま か な ア 
タリ も 描い て お きま す 。 


4・ 男 性 
目元 は 、 下 まぶた が 
上 向き の 弧 を 描く 
BLED THD ミー グ 
間 が 広く 見 える 


ム を 持た せる 


WDE. 


と アゴ と 首 の 間 の 空間 は ア 
オリ で 重要 な ポイ ント で す 。 
頭 部 と 首 が 円 柱 で 接続 され て 
いる イメ ー ジ で 仕上 げ ま す 。 


前 髪 は 少し ボリ ュー 


男性 は 喉仏 が 出 や す 


リ 対象 を 下 か ら 見 上 げ る アオ リ (煽り ) 構図 は 、 ア ゴ や 鼻 の 下 側 な ど あ まり 馴染 み が な い 部 分 を 描く 必要 が ある 、 
難易 度 の 高い 構図 で す 。 顔 の 中 心 線 を 頼り に 、 各 バー ツ を 平行 に 描く よう に 意識 し まし ょ う 。 


3 左右 の 眉 、 鼻 の 下端 、 
BOT, ROAD 
に それ ぞ れ 平行 な 線 を 引 
く と 、 バ ー ツ の バラ ンス 
が 取り や すく な り ま す 。 


PILÉÆRCR 
ld. FO LSS 


平 の 角度 で 描く 


女性 らし し いみ を 
帯び た ライ ン で 


首 は 男性 より 細く 
僧 帽 筋 も 控え め に 


真横 か ら 見 た 構図 で 重要 な ポイ ント は 、 鼻 と 口 の 位置 や 目 の 形 で す 。 描 き な れ な いう ち は 難 し く 感じ る か も 
し れ ま せん が 、 パ ー ツ が 少な く 把 握 し や すい の で 、 実は 初心 者 向け の 構 図 で も あり ます 。 


4 目 と 鼻 の 始点 、 耳 
を 描い て いき ます 。 
耳 の 始点 は 円 の 中 央 
下 側 に 来 ます 。 


ÉRRTCIÉS 
TES HOES 
PASSES HO ADORE 
^ 正 面 向 き と 同じ よう に 円 状 の りや や 内 側 に ある と 
アタ リ を 描き ます 。 cy os 自然 な 印象 に な る 
トーーー 胸 鎖 乳 突 筋 の 線 
ぁ 円 の 上 下 と 左右 の 中 央 に アタ リ 線 Ny \ aa 
を 引き 、 目 と アゴ の 位置 を 決め ます 。 ーーーー-N A\ 


4 アタ リ 線 を も と に 顔 の 線 4・ 
を 整え つつ 、 後 頭 部 や 喉 、 背 
中 な ど を 肉 付 け し て いき ます 。 


も 


R 
A 


‘y 
‘ 
t 


上 ま 京 た は 常に 下 ま ぶた 
より 前 に ある の で 、 横 か 
ちら 見 た 目 は 綱 め に 描く 


VEOH, PDR 
より 内 則 に 入る 


完成 


和田 と アゴ の 頂点 を 結 


きれ い に 見 える 
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輪郭 線 だ け で は な く 首 や 肩 、 耳 の 形 を し っ か り と 描く こと が 重要 に な っ て きま す 。 


~~ 頭 と 首 の 境目 


首 の ライ ン の 
始点 が アゴ の — 
中 に 入り 混む 


後ろ を 向い た 顔 も 中 心 線 が と 
て も 重要 で す 。 こ の 中 心 線 は そ 
の まま 頸椎 ・ 背 骨 へ と 続い て い 
きま す 。 ま た 、 耳 は 後ろ 側が 見 
える よう に な り ま す 。 


人 球体 を 意識 し て 円 状 
の アタ リ を 描き ます 。 


後頭 部 か ら 伸ばし た 中 心 線 ① 
ÿ と 両 肩 を まっ すぐ 結ん だ 線 (⑧ 
A ーー 一 が 交差 し た 点 を 中 心 に 、 ひ し 
形 を 描く 。 こ の ひし 形 を 華 開 
ICL THN RDF S ARO 
ED OMPVEIALYTU< 


HBF 


{2088 ÉBBORHERICRTECRE 
する 。 助 肉質 な 体型 な ら 、 こ の 前 
肉 が 膨張 し て アウ トラ イン が 上 に 
上 が る た め 、 痛 が 詰まっ て いる よ 
うに 見 える こと が ある 


る 振り 向い た 顔 の ア 
タリ で す 。 円 状 の ア 
タリ を も と に 目 、 鼻 、 
D, アゴ の 位置 を 決 
め 、 顔 の 中 心 線 を 背 
部 まで 伸ばし て 肩 の 
アタ リ も 取り ます 。 


中心 線 を 基準 に し て 顔 の 輪郭 、 ア ゴ 
の アウ トラ イン 、 首 の アタ リ を 描き ま 
す 。 顔 の 輪郭 は 横顔 と ほぼ 同じ で す 。 


3 中心 線 と 両 肩 を 結 点 線 の 交差 し た 
点 か ら ひ し 形 を 作り ①、 僧 峠 筋 の ア 
タリ を 取り ます 。 振り 返っ た こと で 
ね じ れ た 胸 鎖 乳 突 筋 と 僧 帽 筋 を 意識 
、 ヽ する と 、 よ りら し く な り ま す 。 


後ろ 向き の 構図 は 、 顔 の パー ツ が ほとん ど 見 え ず 表現 する の が と て も 難し い 構 区 


ーー BAIS. 


で す 。 説得 力 を 出す に は 、 


後ろ か ら 見 た 
NN と きも 見 た 目 
に 大 き な 印 象 
を 与え る 


ROD 
UBORED 
間 に は 、 少 し 
因 の 乗 つた 部 
分 が ある 
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信 頭 部 の 基礎 と な る 正 円 を 描き ます 。 
デジ タル な ら 楽 に 描け ます が 、 フ リー 
ハン ド で 描く の も いい 練習 に な り ま す 。 


ぁ 頭 の 形 に 合わ せ て 
髪 を 描い て いき ます 。 
つむ じ が どこ に ある 
か 位置 を 決め て 意識 
LBM SCC. B 
の 毛 の 流れ が 描き や 
すく な り ま す 。 
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4 擬 や 目 、 輪 郭 の アタ 
リ を 描き ます 。A の 線 
を 長く する と 面 長 、 短 
くす る と 丸 顔 に な り ま 
す 。 男 性 の 場合 は 女性 
に 比べ A を 長め に する と 
より 男性 的 に な り ま す 。 


全 顔 の 方 向 を 決め る 縦 の 中 
心 線 と 、 耳 の 位置 を 決め る 
横 の アタ リ 線 を 描き ます 。 


3 輪郭 に 合わ せ て 目鼻 
口 な ど を 描き ます 。 男性 
は 直線 的 で 、 丸み の 弱い 
目鼻 立ち に な り ま す 。 


信 細 部 を 微 調整 し て 完成 で す 。1 か ら 3 の 基礎 の 工程 は フ 
リー ハン ド な の で 、 ど こ か で 歪み が 発生 し や すく な り ま す 。 
その 線 に 引 つ ば られ すぎ る と 完成 状態 も 歪ん で し まう の で 、 
常に 自分 が 良い と 思う 形 に な る よう 調整 し て くだ さい 。 


球体 の 中 央 、 目 の 
高 さ の 線 か ら 下 側 に 
ブロ ッ ク 状 の アタ リ 
線 を 描き 、 鼻 や 目 、 
輪郭 の アタ リ を 描い 
て いき ます 。 女性 の 
場合 、A の 線 を 短く 
する と 少女 らし く 、 
長め に する と 大 人 の 
女性 に な り ま す 。 


À 
ge” 


信 終 方向 の アタ リ 線 で 顔 の 正面 
信正 円 を 描 を ます 。 女 性 で ちっ て 側面 の 方 向 を 、 横 の アタ リ 線 で 耳 
も 最初 の アタ リ 線 は 同じ 形 で す 。 の 位置 を 決め ます , 


アゴ の 先端 は 丸 
め を 意識 する 


人 輪郭 に 合わ せ て 目鼻 口 な ど を 描き ま 
す 。 女性 は 丸み の ある 目鼻 立ち に し ます 。 


Bag. 
全 髪 や 目鼻 の 役 調 整 、 類 の 輸 郭 を 丸く する な ど 
を し て 完成 で す 。 目 を 大 きく する と 年 齢 が 下 が 
り 、 眉 尻 を 下げ る と 柔和 な 印象 に な り ま す 。 


4 頭 の 形 に 合わ せ て 髪 を 
描い て いき ます 。 女性 、 
男性 と も 薄毛 に 見 えな い 
よう 、 毛 の ボリ ュー ム を 
増す よう に 意識 し ます 。 
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① 輪 郭 の 元 に な る 円 を 描き ます 。 


@ 顔 の 中 心 、 左 右 の 向き を 決め る 線 。 ① 縦 の ガイ ド 線 を 基準 に 輪 諸 を 描き ます 。 ① 横 の ガイ ド 線 を 中 心 に 目 を 描き ます 。 
⑧ 目 の 位置 、 顔 の 上 下 の 向き を 決め る 線 。 ⑧ 古 は 目線 の 高 さ と 同じ くら い の 位置 に 。 ⑧ 綻 の ガイ ド 線 を 参考 に 鼻 と 口 の 位置 を 決め ます 。 


① 後 頭 部 を 少し 膨 ら 
ませ る と 自然 に 。 
⑧ 目 の くぼみ や 額 の 
側面 な ど 、 実 際 の 顔 
DAME RS LU 
ら 目 、 鼻 、 口 の 位置 
や 形 を 調整 し ます 。 
③ 首 は 軽く 内 側 に 反 
ら せ ま す 。 


よう 、 ポ ボリ ュー ム 
を 付け て 描く 


① 前 髪 や 後ろ 胡 な ど 、 各 部 分 を 整え ます 。 

(⑧② 側 頭 部 に ファ ンタ ジー 風 の 角 や 失っ た 耳 を 描き 足し 
まし た 。 こ の 絵 で は 最後 で し た が 、 ア クセ サリ ー や パー 
ツ な ど は 描き や すい 段階 で 足す の を お すす めし ます 。 
※ 実 物 の 顔 へ の 理解 を 深め る ほど 、 様 々 な 角度 や 絵柄 、 
アレ ンジ の パリ エー ショ ン な ど 、 一歩 進ん だ 描き 方 に 
b 頭 部 の アタ リ を 参考 に 右 を 応用 で きる よう に な り ま す 。 
描く ほか 、 目 の 蘭 孔 を 描く な 


ど 各 パー ツ を 整え て いき ます 。 | 
| 
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① 頭 部 の 目安 に な る 円 を 描き ます 。 ① 楠 の アタ リ 線 を 基準 に 眉 と 耳 を 、 縦 の ア 


⑧ 十 字 の アタ リ 線 を 引い て 顔 の 方 向 を 決め ま ① ア ゴ 先 の 位置 を 決め 、 輪 郭 を 描い て いき ます 。 タリ 線 を 基準 に 口 を 描き ます 。 
す 。 こ こ で は 正面 、 や や フカ ン に し まし た 。 ② こ の 段階 で 、 お お ま か な 首 と 肩 の 位置 も 決め ます 。 ⑧ 耳 は 目 と 同じ くら い の 高 さ を 意識 し ます 。 


① 横 の アタ リ 線 上 に 目 を 描き ます 。 目 を ぎゅ っ と 閉 
じ か け て いる の で 上 まぶた が 下がり 、 下 まぶた は 上 
向き を の 弧 を 描い て いま す 。 

⑧ 泣 き 顔 の 少女 な の で 、 上 鼻孔 が 開き 気味 に な る よう 
に 鼻 を 描 を ます 。 


® 


ARR, 2. BECOFRST I UREHLOS. SALON aa 
を 調整 し な が ら 描 きこ ん で いき ます 。 最後 に 紅潮 を 表現 する 目 の on 
FORRPRECEEL, MNTWSRBSLLIFSTRKTT. 別 


① 大 ま か な 蜂 の シル エッ ト を 描い て いき ます 。 
⑧ 頭 部 より も や や 余裕 を も っ て 離れ た 位置 か ら 、 
ボリ ュー ム を 出し つつ 想 の 形 を 決め て いき ます 。 
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な 年 代 の オジ サン 
回 x 


人 十字 の アタ リ 
線 が 直線 に な ら 
な いよ う 注 意 し 
まし ょ う 。 

息 と 盾 を な は っ ぎり 描く 


人 十字 の アタ リ 線 を 参考 に 顔 の パー ツ か 人 骨 を 意識 し な が ら 輪 郭 線 を 描い 

ら 描い て いき ます 。 多く の 方 は 輪郭 か ら 描 て いき ます 。 MAO. アゴ @、 エ 
^ 輸 郭 の アタ リ を 描き 、 顔 の 向き に 合わ か れる か も し れ ま せん 。 自 分 が 描き や すけ ラ ③ な ど を 骨太 に 描け ば 男性 らし 
せ て 中 心 に 十字 の アタ リ 線 を 入れ ます 。 れ ば どの 順番 で も 問題 な いと 思い ます 。 で 強調 され ます 。 首 も 太め に 。 


完成 バリ エー ショ ン ① 
pe pee ee) MB. 更に 骨 を 強 張 し て 
GR: 


HOMDO< iH. HBOS 
ン 、 ほ うれ い 線 、 音 の シワ を 加 
える と 年齢 が ぐっ と 上 が る 


バリエ ーション ②③ 

髪型 を 変え た バー ジョ ン 。 
顔 が 同じ で も 、 髪 型 を 変 
える だ け で 印象 が が ら り , 


喉仏 の 線 と 変わ り ま す 。 


DHAAGOR 


ABE. ISPS UDROLU DEO ICH<DTILES, 
アタ リ の 線 は 骨 と する と その 上 に 皮膚 が め っ て 、 髪 が め る と い 
うこ と を 意識 し て 描く と バラ ンス が 取り や すく な り ま す 。 
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アゴ が が っ し り し て 
いる よう に 見 せる た め 、 
輪郭 は 直線 を 意識 し て 
描き 、① の アゴ 先 は 平 
ら に し ます 。 類 骨 の 線 
と 影 を 加え る の も 年 齢 
を 出す ポイ ント で す 。 


ARONA E BOM 
り が 深く な り 、 オ ジ 
サン っ ぽ さ が 出る 


4 輸 部 や 生え 際 を 
角 張 ら せ 、 男 性 ら 
し さ を 強 く 出 し た 
ea 


BORED 用 
丸く な り 、 首 と 肩 が 編 
や や 前 に 出 て くる 
第 
oy 


① 違 り 目 な 人 で も 、 高 齢 に な る と 皮膚 が た る ん で 目尻 が 下がり ます 。 ① 加 齢 と 共に 肌 の 張り が 失わ れ 、 動 き の 多い 目元 や 口元 、 fi 


⑧ 品 の 周り の 無精 ひげ は 、 ア ゴ の 月 張っ た 立体 感 に 沿う よう に 意識 お で こ な ど に は 細か い シ ワ が 目立つ よう に な り ま す 。 

し て 入れ る と 説得 力 が ぐっ と 増し ます 。 ⑧ 咽 頭 部 に は 、 喉 仏 を 挟む お よう に 2 本 の 隆起 が 特徴 的 に 表 
⑧ 加 齢 に よる アゴ の 印象 の 違い は と て も 重要 な の で 、 ア ゴ と 首 の 間 れ て きま す 。 壮年 以降 の オジ サン を 描く 場合 、 ア ゴ か ら ⑧ 
の 肉 が や や た る ん で きた 様子 を 描く よう に し ます 。 の 隆起 を 中 心 に 首 の 表情 を 描く と 、“" ら し さ " が 出 ます 。 
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Column-01 


キャ ラク ター の 性 格 と 表情 


私 た ち は 人 の 顔 を 見 た と き 、 無 意識 の うち に その 人 の 
性 格 や 今 ど ん な 感情 を 抱い て いる か を 想像 し て いま す 。 
例え ば 、 つ り 目 で 表情 が あま り 変 わら な い 人 は 「 ク ー ル ・ 
冷静 」、 た れ 目 で 笑っ て いる よう に 見 える 人 は 「 明 る い 、 
話し や すそ う 」 と いっ た イメ ー ジ を 抱き ます 。 こ の 判断 基 
準 は あく まで 自分 か ら 見 た 一 方 的 な イメ ー ジ で す が 、 創 


明る い 少 女 


自然 と 口角 が 上 が り 、 目 が ば っ ちり 開い て いる 人 
は 、 い つも 笑顔 に 見 えて ポジ ティ ブ な 印象 を 受け 
る 。 反面 落ち 込ん で いる の は 気づか れ に くい 


ト 陰 の ある 


伏し 目 で 下 を 向き 口角 が 下がっ て いる と 落ち 込ん 
で いる よう に 見 え 、 暗 い 印 象 を 受け る 。 笑 み も 寂 
し げ で ある な ど 、 成 情 の 起伏 も 愛し い 


作 に お いて は それ ら の 一 般 的 な 人 が 感じ る 要素 を 組み 合 
わせ る こと で 、 キ ャ ラク ター の 性 格 や 感情 の 振れ 幅 、 人 
生 経験 な ど を 表現 し て いま す 。 

全 世 界 共通 の 6 つの 感情 を は じ め 、 私 た ち が 日 常 的 に 
接し て いる 感情 の 要素 を 表情 に 盛り 込め ば 、 多 彩 な キャ 
ラク ター な を 描き 分 ける こと が で きる よう に な り ま す 。 


クー ル な 女性 


切れ 長 の 目 と 自信 あり げ な 口元 な ど 、 ス タイ リッ 
シュ な 要素 を 持っ て いる 。 た だ し 、 顔 つき が きつ 
DT, BOTWNSASICRASTES 


嘘つき な 
お じ さ ん 


目元 が 笑っ て いな いと 嘘 を つい て いる よう に 見 え 
人 を 騙し そう な 印象 を 起こ させ る 。 表情 を いち い 
ち オ ー バ ー に する と 、 嘘 くさ さ が 増 す 


Lessons | 


< お 年 寄り は 顔 中 

の シワ が た る ん で 

いる の で 、 BRO 

シワ や 涙 袋 の ふく 

ら み が 目立ち ます 。 第 


= | 
眼 輸 筋 の 下 側が 収縮 し て 下 ま ぶた が 上 が り 、 目 が 細く な り ま す 
①。 一 方 で 、 上 まぶた は 動き ませ ん ⑧。 ま た 、 眉 尻 が 下がり ます ③。 


DELA EE 
ずっ と 高い 位置 に 
HLTÈCE, #3 
や か で 楽し げ な 印 
象 に な り ま す 。 


4 屈託 の な い 笑顔 を 
NN 表現 する に は 、 口 を 


め 
z i 

= ‘\ 大 きく 横 に 開く と 雰 
口元 囲 気 が 出 ます 。 

輪 筋 に 繋が っ て いる 大 類 骨 筋 が 収縮 し て 唇 が 耳 に 向かっ て 引っ 張ら れ 、 
口角 が 上 が り ま す (①。 類 が 盛り 上 が り ⑧、 口 の 端 近く に くぼみ が で きま す ③。 


の ーー 
KE 
NN 
WI kN て Ne 
PRATHER 7/ ! \ 
じ る と まつ 毛 は 下 
向き に な り ま す が 、 
笑顔 の 場合 は 上 向 四 
き に な り ま す 。 & 
特 
別 
編 


7 Lessons | 


02 
| 者 | の 弱 ・ 小 の 表情 較 


感情 が 小さ い 「 喜 ] は 、 安 ら か 、 平 穏 、 落 着き と いっ 
た 言葉 で 表現 され 、 自 然 体 の 微笑 お 表情 に な り ま す 。 


っ ーー 


目 が 小さ め の 男 性 
キャ ラク ター で も 、 
下 ま ぶた が や や 上 向 
きき に な る 特徴 は 同じ 


合わ せる と 微笑 む 表情 に な り 
ます 。 さ ら に 紅潮 し た 類 の 線 
を 加え る と 、 心 か ら 嬉 し い 様 
子 が 表現 で きま す 。 


の / } | ーー 
j DOWER HCE. RUE 
/ ん だ 印象 が より 強調 され る 


。 ROFRSSEMDICIT 
/ る と か わい らし さ が 出 る 


\ 4 眉 尻 を 下げ る 、 下 まぶた を 
è 上 げ る 、 口 の 両端 を 上 げ る と 
いっ た 「 喜 」 の 基本 要素 を 組み 


NED LIFT 
微笑 むと 、 穏 や 
か で 優し い 雰 囲 
気 が 出 る 


口 の 両端 を 
大 きく 上 げ 
Nis, EN 
だ け で 笑顔 
に 見 える 
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目尻 が 目頭 より 下 
に な る よう に 描く 
と 、 お っ と り と し 
TAB LUD EC 


Sid dat 


| &b2éLREEE 
CREARÉOTEN 
ーー える と 、 頼 も し さや 
前 向き さ を 感 じ さ せ 
る こと が で きる 


へ 笑顔 に 「 好 き 」 の 気持 ち を 加え た 表情 。 
軽く 微笑 ん だ 口元 と 下がっ た 眉 尻 で 笑顔 
を 、 上 目 使い の 瞳 と うっ すら 紅潮 し た 類 
で 相手 へ の 好意 を 表現 し て いま す 。 


顔 を 軽く 下 に 向け 、 や や 上 目 
使い の 構図 に する の も 微笑 み 応 
を 表現 する の に 効果 的 用 


目元 が 笑っ て いな く て も 、 口 
の 両端 が 上 向き に な っ て いれ 
ば 笑っ て いる 印象 に な る 


口 を 開け て 徹 笑 お と 、 
楽し ん で いる 表情 に な る 
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頭 を 傾け 、 口 を à 
afl 開け た 笑顔 に す rs 
rs de à cine る と 楽し で P À 
嬉し い 、 楽 し い 、 満 足 と いっ た 気持 ち を は! | 
感じ て いる 状態 で 、 は っ きり と し た 笑顔 v 
が 表情 に 出る よう に な り ま す 。 


ゅ 人 は 嬉し いと き 、 
BOLO, BOR 


孔 が 開き ます 。 ま た 、 吊り 上 っ た 帳 に 笑 


顔 の 組み 合わ せ 
口 の 開き 具合 が 小さ i 
a \ で 、 快活 さや いた 
いと 驚い て いる よう \ ずら っ ぽ さ が 出る 
に 見 える の で 、 口 角 
を 上 げ て 口 の 両端 を 


大 きく 横 に 開き ます 。 


眉 尻 と 目尻 を 下げ る と 、 優 し 
い 、 お っ と り と し た 印象 に BORA BUBRIC 
控え め に 口 を 開け 、 
アゴ の 下 に 手 を 生え る 
と 奥 ゆ か し さ が 出 る 


口 を 大 きく 縦 に 関 いて も 、 両 見 を 
上 側 に 上 げ て 口 衣 が 上 が っ て いる 
様子 を 表現 すれ ば 笑顔 に 見 える 
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謙 格 な キャ ラク ター 第 
は 、 あ えて 目 を 笑わ せ 
À FOBÆLSHDELE ao 
げた 方 が 、 気 持ち の 強 
さ を 表現 で きる 
ù 基 
x 
# i 


笑顔 だ け で な く 、 
軽く 握っ た 両手 を 
胸元 に 上 げ る し ぐ 
さ を 加 える と 女 の 
子 ら し さ が 増 す 


目 と 口 だ け 具 る と 「 棋 
小 ] の 感情 に 見 える が 、 眉 
を 大 きく 上 に 上 げ る こと 
で 強く 喜ん で いる 表情 に 


クー ル 系 の キャ ラク ター 
ld, BIOMED BH 
で さ ず 、 眉 、 口 、 や や 紅潮 
し た 類 と いっ た 複数 の 要 
素 を 組み 合わ せ て 喜ん で 
いる 様子 を 表現 する 


歯 を 閉じ た ロ も 、 
口 の 端 を 上 に 上 
げ る と 口角 が 上 
が っ て 笑っ て い 
る よう に 見 える 
首 を 傾け る 動き に 合 


< 首 は 真っ 直ぐ より 特 
= わせ て 髪 に 動き を つ à 

PRES sae, MES 。 7 

より 喜ん で いる 気持 inf 


調 する 手段 の ー つ 
ち が 伝 わり ます 。 


ーー oe J ーー 051 


た 状態 に な かり ます 。 


大 きく 笑っ た 反動 で 、 
昔 が 後ろ に 反 る 


マヤ 感動 の 気持 ち が 泥 ざ っ た TE) の 表情 で す 。 大 
きく 見 開い た 目 に ハイ ライ ト を 加え て キラ キラ 
させ 、 口 も 終 方 向 に 大 きく 開き ます 。 


[BI の 気持 ち が さ ら に 強く な る と 、 歓 喜 、 悦 惚 、 


狂喜 と いっ た 強い 感情 が 生ま れ 、 大 きく 破 顔 し 


CSO CHAWICRMIC AS ©) 


MEDAL Blé PEATE 
が 上 が りき っ て 開 じ 、 口 は 
縦 方 向 に も 大き く 開 く 


デフ ォ ル メ し た 笑顔 。 上 縛 は 猫 を 
模 し て いて 普通 の 人 間 に は な い 形 
を し て いる が 、 口 の 両端 が 上 が っ 
て いる の で 笑っ て いる 口 に 見 える 。 
また 、 層 は 困っ た と き の よ うに 下 
向き に 曲がっ て いる が 、 口元 が 笑っ 


明らか な 笑顔 。 目頭 か ら 伸び る 目 の く ぼ み の 線 
を 描く と 写実 的 な リア ル さ が 増し ます 。 こ うい っ 
た シワ や 、 鼻 、 歯 の 表現 を どこ まで 描い て どこ ま 
で 省略 する か が 、 個 人 の 個人 に な つて いき ます 。 


ーー 


TT) 
SE 


笑っ て いる 口 の 上 唇 を 
弓 の よう な 形 で 描き 、 
口 の 両端 を ビ ピン と 上 に 
上 げ て 口元 に アク セン 
ト を 加え て いる 


漫画 の ギャ グ シ ー ン な ど 
で 見 か が ける デフ ォ ル メ 笑 
頭 は 、 メ を 半分 に わけ た 
よう な 形 の 目 と 大 きく 開 
いた 口 が 特徴 だ 。 口 は 骨 
格 を 気 に せ ず 大 き さ を 重 
視 し て 描こ う 


手 喜 の 表情 。 大 きく 見 開 
いた 目 に 対し て 瞳 を 小さ 
くす る 、 眉 や 上 唇 の 線 を 
波 打 た せる な ど 、 REL 
な が ら 笑 っ て いる 権 子 を 
描く と 異 電 性 が 際立つ 


く 口 の 両端 を 誇張 し て 鼻 の 高 
さま で 引っ 張る と 、 コ ミカ ル 
さ が 増 し て お 茶 目 な 表情 に な 
り ま す 。 さ ら に 、 い い 大 人 が 
手 を が っ ちり 組み 合わ せ て 楽 
し そう に し て いる 、 と いう 見 
た 目 と の ギャ ッ プ が 、 オジ サ TT 
ン の 魅力 を 隙 立た せま す 。 


キラ キラ 感 を 出す に 
は 、 暗 に 星 が 映る と 
いっ た 演出 も 有効 


MOMMls. NAD 


紅潮 の 表現 
笑顔 の アク セン ト に 


だ け で な く 、 
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第 


Lessons | 


PERMA DTEL 


ィング 


/ 
イラ ッ と する 


AE 


— 


| 


} 口 を 閉じ て い 
て も 、 唇 を 突き 出 
目 ・ 眉 し 、 眉 問 に シワ を | 
店 頭 が 下がり 目 と 眉 の 距離 が 近づき ます ①。 同時 に 、 目 が 見 開か れ 上 まぶた ーー て | 
に 黒目 が か か り ま す ②⑨。 ま た 、 下 まぶた が 引き つっ て まっ すぐ に な り ま す ③。 ~ - 


Osc 
LESSOR LEE D ED KT, Pelé, IE KR 2 TKFH 
向 に 引っ 張ら れ ⑧、 下 唇 下 制 筋 に より 下げ られ 突き 出し た 形 に な り ま す ③。 


4 下 か ら 見 上 げ る 
よう に まっ すぐ 相 
手 を に ら み つけ る 
と 、 純 粋 な 怒り の 
表情 に な り ま す 。 


ル 黒目 を 小さ くし 
た り 肩 を いか ら せ 
た りす る こと に 


よっ て 、 和 怒り の 席 \] 
合い を 強め る こと \ 
が で きま す 。 \ \、 


Lessons 
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横顔 で も や 口 を き ゅ っ 
tia CBRERD 
弱め の AIR, AMM, ATE. AYEU RS ie Ae 
た 表情 に な り ま す 。 まだ 自分 を 意識 で コン トロ ー 
ル で きる 、 理 性 的 な 状態 で す 。 


両方 の 類 を ふく ら ま せる 
と 、 子 ども っ ぽい か わい ら 
し い 怒 り 顔 に な り ま す 。 
FÉES EM レン ーー 

を し か ゆる 表情 に な る ンー 


< 帳 根 を 寄せ る 、 下 唇 を 突き 
出す な ど 、「 怒 」 の 基本 要素 が 
HALO ERTS. 


上 まぶた を 半分 ま 
で 下げ る と 、 
感 を 抱い た よう な 


SS じ と 目 に な る 
額 の シワ と 眉間 
の シワ を 繋げ る 
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4 眉 尻 を 吊り 上 げ る 
と 不機嫌 さ を 感じ 
させ る こと が で きま 
す 。 口元 か ら 見 える 
歯 も ポイ ント で す 。 


頭 を 上 に 向け て 見 下ろ す 感 
じ を 出す と 、 嫌 悪 感 が 混 
ざっ た 萌 立 ち に 見 える 


眉 を ひそ め 、 じ っ と 
RIOSHS. 反抗 
の 意思 を 示す 


片方 の 目 と 慎 を 普通 に 描 
き 、 左右 で 差 を つけ れ ば 
い 避 か し げ な 表情 に 


ト 目 を そら し て 
口 を きつ く 結 ぶ 
と 不機嫌 さ が 強 
調 さ れ ま す 。 


し ーー 
a 


目 と 慎 頭 を 重なる くら い 近 づ 
ける と 目 つき が 険しく な り 、 
高飛車 な 印象 を 与え られ る 
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4h | 


ax 


nk 
dt 


3 


4h 


に Cr 


Zi 


に ら み つけ た り 、 青 筋 を 立て た りな ど 、 怒 り 
が は っ きり と 顔 に 表れ ます 。 爆 発する 一 歩 手 
前 で す が 、 爆 発 さ せ ず 抑え る 場合 も ちり ます 。 


横顔 は 眉 尻 を し っ か り 吊 
り 上 げ て 描く こと が 重 
要 。 口 か ら 八重 歯 を 見 せ 
る と 攻撃 的 な 印象 が 増す 


眉間 の シワ を 額 の 上 ま 
で 伸ばす と 、 問 り の 強 さ 
が 感じ られ ます 。 きつ く 
結ん だ 口 の 端 に で きる シ 
ワ も ポイ ント で す . 


口元 の 変化 を 抑え つつ 目 
の 印象 を 強く する と 、 冷 
静 さ を 保ち な が ら 如 っ て 
いる よう に 見 える 


マ 眉 頭 を 下げ て 目 と くっ つけ ます 。 上 辱 を 穴 ら せ 、 反 対 
側 の 口 の 端 か ら 食 いし ば っ た 歯 を 見 せま す 。 さら に 、 類 
か ら 上 の ライ ン に 影 を 入れ て 怒り を 強調 し て いま す 。 


_ 目 と 眉 尻 の 両方 
ÆRDHYS 


か わい い キ ャ ラ も 、 下 ま 
ぶた を 上 げ て 、 由 尻 を 吊 
り 上 げ れ ば 、 強 く 怒 っ て 
いる よう に 見 せら れる 


口 を 縦 に 開き 、 丸 い 
台形 の よう に 描く 
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眉 を 吊り 上 げ つ つ 帳 恨 が 
下がっ た よう に 描く と 、 
価 藤 混じり の 怒り に な る 


白目 部 分 が 多い 目 
は に ら み つけ て いる 
Jf 印象 を 与え や すく な 
DES. Ee. Of 
RFID, LEZ 
持ち 上 げ て 歯 を 見 せ 


Sheth | M 
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WATTS. FRCENE 
着 し て いな けれ ば 理性 を 保っ 
口 を 一 文字 に 結び 、 正 面 か ら て 怒っ て いる よう に 見 える 
RIBASE. Mia ADRD—T 
顔 に 見 せる こと が で きる 


照れ の 要素 も 混じっ た 広 
D, 眉 と 口 は 「 棄 」 の 表情 だ 
が 、 目尻 が 下がっ て いる 


1) PRELASET, Bo 


で 頭 に 血 が の ぼっ て いる 
様子 を 表現 し て いま す 。 


FI の 感情 が 爆発 し た 状態 。 激怒 、 慎 怒 に 該当 
する 感情 で 、 怒 号 を 発する 、 激 情 の あま り 泣 く 
と いっ た 表情 に な り ま す 。 


眉間 の シワ の 部 分 に 影 を 落と 
し 、 束 り の 強 さ を 強調 する 


FIFAWXLEBIOR 
現 。 黒目 を な くす 、 口 を 
頭 か ら は み 出 す 、 騙 音 の 
漫 符 な ど が 特徴 的 


“険しい 目 に 叫ぶ 口 が 組 = 
み 合 わ さ っ た 典型 的 な 激 
BORG. ORD Fale 
来る こと が 重要 で す 。 


』 他 の 表情 の よう に 白目 が 
で きる ほど 目 を 開い て は い 
ませ ん が 、 眉 頭 と 上 まぶた 
が ほぼ 密接 し て いる の で 強 
い 目 つき に な っ て いま す 。 


BRIE DAS TF 
まぶた が ひき つり 、 目 
頭 に シワ が 刻ま れる 


興 音 し て 声 を 荒 
げ て いる 様子 を AM. EX On. a pry 
RIBORE 筋 な ど 、 全 体 に 影 を 加 一 


えて 繋 張 感 を 出す 
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> 「 怒 ] 状態 の と き 
は 前 の め り に な り 
ます 。 そ の た め 普 
段 より 頭 の 位置 が 
下がり 、 フ カン 気 
味 に 描か れ ま す 。 


口 を 大 きく 開け て 叫ん で 
いる こと に より 、 口 の 横 
に 大 き な シ ワ が で きる 


口 を 横 に 大 きく と 、 声 
を 荒 げ て 婦 号 を 放っ て 


i 


女性 が 顔 を 上 げ て 怒る 
と 「 信 じ ら れ な い ] 「 あ 
りえ な い ] と いっ た 呆れ 
た 様子 を 含ん だ 印象 に 


る 感情 が 高ぶっ て 泣き を そう に な る の は 女性 に 
多く 見 られ る 怒 り の 表情 で す 。 キャ ラ に よっ 
て は 婦 鳴 る より も 効果 的 な 演出 に な り ま す 。 


強く に ら お よう に 
BREMD LFS 


—— 
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PELUEÆRE 
が 八 の 字 に な り ま 
7 +. ERDTHS 
8 JE OCA. FE 
前 頭 筋 の 中 央 が 眉 を 引っ 張り 、 眉 頭 が 上 に 上 が り ま す ①。 眉 頭 が 寄っ が 上 が っ て この 形 


て 眉間 に シワ が で きま す ②。 眼 輸 筋 が 収縮 し 、 目 を 閉じ よう と し ます ③。 に な り ま す 。 


“ 口 を 閉じ る の も 
悲し い 表 情 の 一 つ 
で す 。 口 の 両端 は 
下向き を 意識 し ま 
す 。 目 も 細め る と 
より 効果 的 で す 。 


Ost 
口 が 横 に 引っ 張ら れ 、 口 の 横 に シワ が で きま す 。 同時 に 鼻孔 も 広 が 
り ま すぐ ①。 口角 が 下がり ます ⑧。 下 唇 の 下 側 に シワ が 寄り ます ③。 


b 目 を 閉じ て 口 を 
開い た 泣き 顔 に す 
る と 、 と て も 強い 
悲し み の 表 情 に な 
り ま す 。 涙 も 加え 
て 強調 し まし ょ う 。 
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= d 
「 悲 」 の 感情 が 小さ いう ち は 、 が っ か り 、 し ょ ん ぼり 、 Ye à 
落ち 込ん で いる 、 と いっ た 表情 が 多く な り ま す 。 
A / | 


口 を 大 きく へ の 字 に 曲げ 
る と コミ カル な 印象 に 


“フカ ン の 構図 に す 
る と 、 悲 し さ が さ ら 
に 強調 され ます 。 


八 の 字 の 眉 と へ の 字 の 口 
元 、 ど 点 の 特徴 を 押さ える 


顔 と 目線 を 下 に 向け る 
と 、 そ れ だ け で 落ち 込ん 
で いる 雰囲気 が 出る 


RORBICNL CH 
め に 口 の 線 を 引く 
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物 


目線 を 機 に 向け る と | 
BLESBATERIBIC 
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> ra 
afl 、 て 
奏し い 、 辛 い 、 や りき れ な い 、 と いっ た 状態 > « ne きき 
で 、 キ ャ ラク ター の 性 格 に よっ て は 涙 を 堀 え と 


る 、 目 を 強く 閉じ る と いっ た 描写 が 増え ます 。 


口 を 閉じ て 口角 を 大 きく 
下げ る と 、 強 く 落 ち 込 ん 
で いる 表情 に 見 える 


庄 間 の シワ と 、 閉じ 
か け で 面積 が 広く 
な っ た まぶた を 描く 


溜め 息 や 少 乳 し て いる 
様子 を 表現 し た いと き SS 
は 、 口 を 開け て 構 に 広 
げ る の が ボイン ト 


人 ム 歯 を 食い し ば る と 、 悲し み に 


加え て 悔し さも 表現 で きま す 。 BOPROMENT 


と 少女 らし さ が 出 る 


目 を 閉じ て 涙 を 浮 


か べ る 表情 は 目頭 
か 目尻 に 涙 を 描く 


女の子 の 場合 、 泣 き そ 
SICK ICRP MDA 
く な る 様子 を 視線 で 描 
く と 可愛 らし く 見 える 


ME 


+ 


a 
編 


ゆ 鼻 に 斜線 を 入れ ず 類 だ 
け に 描く と 照れ た 顔 に 見 
せる こと も で きま す 。 


主張 し た 泣き 顔 の 目 は フリ ー 
ハン ド で 丸 を ぐる ぐる 控 い て 
表現 する 。 線 と 線 の 隙間 は 朱 
りつ ぶさ な い の が ポイ ント 


大 人 の 男性 で あれ ば 手 を Fe 

添え る し ぐさ を 加え る と Sb 

自然 に 見 える 。 眉 問 の シー ネネ = 

ワ や 帳 、 弓 の よう な 形 の a 
ロ 元 も 重要 な 要素 

応 

つつ MH 

編 


4 涙 は 血液 か ら 作 られ 
る た め 、 泣 く と 目 の 周 
り に 皿 が 補充 され 、 鼻 
や 類 な ど が 充血 し て 赤 


眉 尻 が 眉 頭 より 高い 位置 に あ 
D [Rl の 形 に な っ て いる が 、 
目 の 周 辺 が 泣き を そう に な っ て 
いる た め 悲 し い 表情 に 見 える 


Te, 067 


ママ 気 が 強 そう な 女の子 で あれ ば 、 歯 を 
afl 閉じ て 悔し が っ て いる よう な 口元 を 描 
く こ と で キャ ラク ター らし さ が 出 ます 。 


悲し み の あ まり 、 と めど な く 涙 が 流れ た り 、 声 
を 上 げ て 泣く よう に な り ま す 。 号 泣 、 ボ ロ 泣 き 、 
悲嘆 する 、 と いっ た 表情 が 当て は まり ます 。 


涙 を ら 本 の 線 で 描い 
て 立体 感 を 持た せる 


ボロ ボロ 溢れ る 涙 や 品 


に や ゃ か に や ゃ の 口 な ど 、 近 
寺 伯 を 誇張 し た 表現 で 描 
いて いる 。 頭 身 が リアル 
CE, ERÉODOUEN 


正確 で あれ ば 破綻 させ ず 
に 主張 する こと が で きる 


ト 涙 を 坦 え て いた た め 口 


元 は きつ く 閉 じ て い る 


悲し み を 坦 え よう と す 
る と 肩 に 力 が 入り 、 音 
を すく め た 体 勢 に な る 


クー ル な キャ ラク 
ター な ら 、 シン プル 
に 涙 を こぼす 描写 
だ け に 留め た ほう 
が 内 面 の 強い 感情 
を 想像 させ ちら れる 

デフ ォ ル メ し た 目 は 骨格 
を 気 に せ ず 大 きく 描く 


涙 を 流し 、 声 を 上 げ て 泣く 第 

様子 。 口 が 大 きく 横 に 開く 

の で 上 下 の 歯 が 見 える = 
基 
編 


b 大声 を 上 げ て 嘆く 表情 。 泣い 
て こそ いま せん が 、 現 実 の 可動 
域 以 上 に 下 ア ゴ を 下げ て 感情 を 
オー バー に 表現 し て いま す 。 


ROSE DEL 
ーー き 、 口 に いた っ て は 反応 


し きれ ず 脱 力 し て いる ip 
編 

“訴え か ける よう な ロロ 
元 が 少女 の 感情 の 強 さ 
を 物語 っ て いま す 。 第 
特 
il 
(Li) 


en 


下 側 の 歯 も 描く と 口 
の 開き 具合 が わか る 
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日 を 見 張る 


8-Je 

前 頭 筋 が 収縮 し て 眉 が 上 に 持ち お 上がり ます ①。 上 まぶた が 持ち お 上げ られ 
て 白目 の 中 に 黒目 が ある 状態 に な り ま す ⑧。 黒目 の 瞳孔 が 広がり ます 。 
た だ し 、 温 画 的 に は 黒目 を 小さ く 描い た 方 が それ らし く 見 えま す ⑬③。 


編 


大きな 驚 ぎの 表 情 。 目 と 眉 の 
特徴 は あま り 変わ ら ず 、 品 の 開 
き 具 合 が 大 きく な り ま す 。 


Ost 

口元 は 脱力 し た 状態 に な り 、 下 アゴ を 支え る 力 が な く な っ て 口 が あん ぐ 
り と 開き ます ①。 ま た は 別 の 反応 と し て 、 唇 が 前 に 突き 出 て 口先 が 小さ 
い O 字 状 に な り ま す 。 


“黒目 が 大 きく て 
も 白目 の 中 に あれ 


IF, HUTUBSF = 

を し て いる こと は 

十分 に 伝わり ます 。 応 
用 
iff 
第 
四 
特 
別 
編 


ゆ 下 か ら ア オリ で 
覗き 込む 構図 の と 

き は 、 口 の 中 に 上 メデ 
側 の 歯 が 見 えま す 。 pe 
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ETESNET - 
小さ く 驚 いた と き は 、 ビ クッ と する 、 き ょ と ん 


と する と いっ た 反応 が 目立ち ます 。 驚 いた 表現 
の 一 つと し て 、 汗 を 描く こと も あり ます 。 


振り 向き 顔 は 、「 声 を 掛け ら 
れ て 振り 向い て 薦 い た ] とい ーー 
ラー 連 の 動作 を 同時 に 表現 す 

る こと も で きる 


歯 を 見 せ て 脱力 し 
た 口元 を 表現 する 
ぁ 何 か を 見 て 驚い 
た と き 、 目 線 は 例 
外 な くそ の 対象 に 
向い て いま す 。 


MECHT SRA 
行動 カー つと し 
て 、 首 や 頭 を 後ろ 
に 引い て いる 


混乱 し て いる と き 
は 眉 と 口 が 団 つ た 
よう な 表情 に な る 


072 


目 の 大 き さ が 可愛 さ 


の 特徴 で ある キャ ラー 


は 、 口 を 小さ くす る 
と 対比 が 際立つ 


口 を 閉じ た 表情 も 「 き ょ と ん 
と し て いる 」 も し く は 「 英 い て 
固まっ て いる ] 感 が 出る 


女性 も 驚く と 眉 
を 目 か ら 大 きく 離 
し ます 。 ま た 、 口 
は 小さ く 、 上唇 側 
を 丸く 描き ます 。 


> Hoh | 


Ei 


BES 


目線 が 下 を 向い て 黒目 が 
下 ま ぶた と 重なっ つて いて 
も 、 眉 が 目 か ら 離れ て いれ 
ば 驚き の 表情 に 見 えま す 。 


びっ くり する 、 嘩 然 と する 、 と いっ た 表情 
を する よう に な り ま す 。 圧倒 され て 固まる 
よう な 、 受 け 身 の 表 情 が 多く な り ま す 。 


ロロ の 開き 具合 を 大 きく 
する ほど 、 驚 き の 大 き 
ささ が 伝わり や すく な る 


口角 を 下げ つつ 上 臣 を 山 な り に 男 
げ 、 焦 っ て いる 様子 を 演出 する 


人 眉 、 上 まぶた 、 上 唇 が それ ぞ 
れ 山 な り の 弧 を 描く こと で 、 荻 
いて いる 様子 が 強調 され ます 。 


口元 が 脱力 し て いる の 
で シワ は 控え め に する 


し 表情 に 加え て 藻 や 服 に 3 
一 定 の 流れ を 加え る と 絵 7 
の アク セン ト に な り ま す 。 


横顔 も 歯 を 見 せる と 
表情 が 引き 締まる 
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片目 を つぶ る の は [LED 
た ! ] と 思っ た と き の 反 射 的 
な 動き 。 ま ぶた に 力 が 入る 
た め 目 が 閉じ られ ます 。 


a 
頭 身 が リア ル な 男性 は 
眉 を 目 に 近づけ る と 理 
知 的 な 印象 に な る 


\ ング à 
fo : 
アン びっ くり し て 固まっ て し まっ 
た 様子 を 回 い 直 線 で 表現 する 
| 
= K 
NN, 
) 


トロ を 終 に 開く と 
き は 下 ア ゴ を 下げ 
BOT MBSE // 
が っ た アゴ の 分 だ |/// 
け 長 く な り ます 。 


眉間 に 影 を 入れ る こと で 
%. METHESTUSH 
囲 気 を 出す こと が で きる 


鼻 の つけ 根 か ら 眼 高 に か け て 
の 綿 を 描く と 、 目 の 周り に カ 
が 入っ て いる 印象 に な る 


St | 


SEE Oh 


‘aS 


「 驚 」 の 度合 い が 強 く な る と 、 身 を 乗り 出す 、 慌 
て る 、 驚 翌 す る と いっ た 反応 が 生ま れ ま す 。 口 
は 「 え 」 や 「 あ 」 の 形 を し て いま す 。 


/ 
] | 振り 向い て 掘れ る ツイ 
= YF—IOWEDES 
$ 7 À ERICRMRESA 
と “XS 


<> TRI に 興味 が 混 
ざる と 体 を 前 の め り 
に し て 身 を 乗り 出す "TI Là 
体勢 に な り ま す 。 


眉毛 を 山 な り に 描 
圭 、 眉 尻 の 毛 を フサ 
フサ に する と お じい 
さん らし く な る 


眉 の 形 が 違っ て も 首 を 
MAIC SHAG 
じ 点 に 注目 し よう 


驚き の あま り 思 わ ず 手 が 
出 た し ぐさ で す 。 脱力 し て 
いる た め 指 の 各 関 節 は 適度 
に 曲がっ て いま す 。 


デフ ォ ル メ し た 確 き の 表情 。 
シン ブル な 線 で 、 瞳 の 小さ 
さや 口 の 大 き さ を 主張 する 


眉 頭 は 下 に 寄せ て 
慎 を し か め て いる 


女の子 キャ ラ を 描く 際 
I$. BOHEPEOLS 


ング MS さ な ど 、 顔 以外 の 要素 も 


複合 し て 可愛 らし さ を 演 


出す る 必要 が あり ます 。 
\ ) 目 、 口 の 中 の 影 、 居 問 の 影 


な ど を すべ て 縦 の 線 で 統一 
させ る こと で 、 シ ョ ッ ク の 
度合 い を 強調 し て いる 


広がっ た 鼻 の 穴 、 犬 


の よう な 巻き 舌 、 Ox RC 
に 寄せ た 手 な ど 、 オー き を 表現 で きる 
バー アク ショ ン で コ 


ミカ ル さ が 出 ま す 。 


還っ て いる の で 
眉 は 八 の 字 に 


潤 ん だ 暗 や 飛び 散る 
汗 な どの 漫画 表現 を 
HAUT, Mec 
を 表現 し て いる 
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Lessons 


ED 


最大 の 特徴 は 大 きく 開か れ た 目 で す ①。 眉 は 、 前 頭 筋 に よっ て 大 きく 持ち 
上 げ ら れ ま す が ②、 鍛 眉 筋 が 収縮 する こと に より 眉間 に シワ が で きま す ③。 = 
と 基 

| À 

編 


信 暗 が 小 さく な り 、 見 開い た 
目 が 強調 され ます 。 目尻 に 涙 
を た た える と 効果 的 で す 。 


Ost 
笑 筋 が 収縮 し 、 口 角 は 下方 か ら 水 平方 向 に 広がり ます ①。 LEE 
す ⑨。 口 が 大 きく 開か れる た め 、 鼻 か ら 口 に か け て シワ が 生じ ます ③。 


“口角 が 下がり 、 BR ee 

も 下がっ て いま す 。 A 用 

BIC, BMOMY IS 編 

し っ か り 描 きま す 。 

四 

特 

別 

P 障 の 上 下 に 白目 が 見 編 


える ほど 見 開い た 目 、 
八 の 字 の 盾 が 基本 的 な 
「 恐 怖 」 状 態 の 顔 で す 。 


079 


Lessons 1 
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Pati] の 感情 が 小さ いと き は 、 不 安 や 焦り 、 心 配 す る 
表情 に な り ま す 。 上 手 く 屋 え た 感じ を 出し まし ょ う 。 


ぁ 庄 を 吊り 上 げ 
て も 、 目 尻 を 吊 
り 上 げ て いな 
けれ ば 「 怒 ] に は 
見 えま せん 。 ま 
た 、 口 が 横 に 広 
が り 、 類 に シワ 
が で きま す 。 


口 は 閉じ て いて も 、 口 
角 は 斜め 下 に 下がる 


層 は 八 の 字 で も 
目 が 見 開か れ て い 
Be RIORIAIC 
黒目 を 小さ く 描 は な ら な い 
き 、 信 じ ら れ な い 
も の を 見 た 様子 に 


Ly わ 
D FEO FAI 
に シワ が で きる 


Bpweteceic, ite 
ICR BG LRRMOR, 
后 出 の 眉 尻 を 下げ る こと 
で 、 強 が りつ つ 信 えて い 
る 様子 を 表現 し て いる 


上 目 づ か いで 必 え 
て いる 雰囲気 を 出 | 
し 、 体 の 震え を 加え 
て 強調 し て いま す 。 


BICESTER 
安 感 が 筐 調べ され る 


橋 に 広がっ た 口 か ら 八 重 
歯 を 見 せ 、 屋 えた 表情 の 
中 に 可愛 さ を プ ラス する 


[AR] の 表情 に な ら な 
いよ う 、 品 の 線 は 下 
で は なく 横 に 引く 


4 目 を 見 開か ず に 眉 や 
FOULS CRA RHR 
子 を 出せ ば 、 と ま ど い 


度 に と ど ま る 


EMA DDUNELS 
ち は 眉 を 寄せ る 程 


Re 


ak 


tt 


編 


IL NE 


眉 根 を 寄せ 、 息 や 嘩 を 飲み 込 お 、 あ る い は 映 
の 奥 で 小さ な 悲鳴 を 上 げ る 表現 に より 、 ゾ ッ 
と し た 表情 を 描く こと が で きま す 。 


口 の 線 を 波 打 た せ て 、 惨 えた 
表情 を デフ ォ ル メ し て いる 


ムギ ュ ッ と 目 を 閉じ た こと 

で 目元 に 線 が で きま す 。 帳 
BOY IEEE 間 に 縦 方 向 の 線 を 引い て 、 
が っ て いる よう に 描い 恐怖 感 を 強調 し て いま す 。 


て 困っ た 表情 を 作る 


男性 は 骨格 的 に 
ROBO ED 
b. OMA 
下方 向 を 向く 


下 計 が 下がり 、 下 
MODES 


“ 目 が 見 開か れる と 同時 に 迷 
避 の た め 目 を つぶ ろう と し 、 
目の下 に シワ が で きま す 。 


口角 が 下がっ て いる 表現 と = 
Lt. DÉHÆEMOS2E d 
下 に 置く の も 有効 な 手段 #t 

= 


3 歯 を 食い し ば っ て いる 
た め 、 唇 が 突き 出さ れ 上 
唇 の 上 に 線 が で きま す 。 


/ 口 は 完全 な 横 一 文字 に せ 
ず 、 帯 く 口角 を 下げ る 


「 麗 怖 」 で 引き つっ た 
類 が 目の下 の 皮 を 監 
り 上 げ シ ワ が で きる 


司 え て いる 究 囲 気 を 強く 出す 
た め 、 眉 の 線 を 流 打 た せる 


に 逃れ よう と 、 首 を ひね る 
動き は よく 見 られ ます 。 


D FH ONRID S MHI N 


目 の 周り の シワ を 多く す 
ET Sk, ÉRIC ND 
BESHEARSNS 


命 の 危機 や だ いじ な も の を 失う か も し れ な い 状 況 に 
直面 する と 、 絶 望 感 や 強い 恐怖 感 に 音 ま れ 、 ひ どく 
HARREBICHDET. 


眉 を 強く 傾け る 


MH ED Hk O i SED 
毛 の 広がり で 表現 し て 
WS, 目 身 に 近づけ た 
FOHES. KRER 
す 感 情 表 現 の 一 種 だ 


目線 と 逆 方 向 に 頭 を 向 
D, Fons 
逃げ て いる 動き を 出す 


描き 、 当惑 し て い 
る 様子 を 表現 する 


ARE E SA, (EM 
に シワ が で きま す 。 また 、 
口 が 横 に 広がり 、 角 が 丸 

八 の 宇 状 の 帳 と 流 打っ て い い 台 形状 に な り ま す 。 

る 口 、 垂れ 下がっ た 目 で デ 

フォ ル メ し た 「 琉 怖 」 の 表情 


タデ に いと 


b 眉間 に 縦 線 を 何 本 も 
描き 、 シ ワ が 強く 刻ま 
れ て いる 様子 を 強調 し 
て いま す 。 さら に 、 口 
角 も 下がり 、 口 の 下 に 0 
顎 の 形 に 治 つ た 形 の シ 

ワ が で きま す 。 


ンク 
(Se 


HIN 
Os 
ie Ae: 


Pe 


084 


BRORPSVALO 
元 を 描き 、「 恐 怖 」 OB 
合い を 強 主 させ る 


目 を 強く 閉じ る の は ほ 多 避 行 
動 の 一 種 。 気 の 弱い キャ ラ 
は 目 を 閉じ る の も 有効 


瞳孔 が 開き 、 下 唇 が 
上 が りか け て いる 


PADERRTSPEL 
れ な い TM] &. 失う こ 
と へ の 「 悲 」 が 合わ さる と 、 
% 絶望 し た 表情 に な り ま す 。 


血の気 が 引い た 様子 
を 顔色 で 表現 し て いま 
す 。 ま た 、 自 分 の 手 で 
顔 を つか み 、 困 惑 の 度 
合い を 強め て いま す 。 


上 体 を 引き な が ら も 、 目 
線 は 対象 か ら 外さ な い 


見 開く あま り 、 充血 
し て 血 走 っ た 目 


極限 の 麗 怖 で 体 が 自制 で 
きず 、 よ だ れ が 溢れ る 


Lessons | 


BE + 
顔 を し か め る こと で 眉 頭 が 下がり 、 眉 間 が 寄っ て 縦 ジ リロ が で きま す ①。 IR 
輸 筋 が 収縮 し て 目 が 細く な り ま す ⑧。 目の下 に カー ブ し た 線 が で きま す ③。 


人 怒り を 宮 ん だ 嫌悪 の 表 
情 。 閉じ た 歯 を むき 出し 
に し て 嫌悪 感 を 前 面 に 出 
し て いま す 。 


強烈 な 嫌悪 を 感じ る 
と 反射 的 に 首 を すく め 
て 後ずさり 、 顔 は し か 
め っ 面 に な り ま す 。 


Ost 
ROBICHOSLESHOWMMBLCLESLICHSLFETO. HE, Me 
小鼻 も 持ち 上 が り ま す ⑧。 オト ガイ 筋 が 収縮 し て 下 唇 が 押し 上 げ ら れ ま す ⑬。 


HY 


4 


ous 


>BHOYD. A 
DFOR FEO 
下端 の シワ の 8 点 
を 描く と 嫌悪 感 が 
よく 出 ま す 。 
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12 


感情 が 小さ めのう ち は 、 う ん ざり する 、 和 呆れ る 、 軽 
蔵 の 表情 を 浮か べ る 、 と いつ た 反応 が 多く な り ま す 。 


上 まぶた は 水平 に 。 
下 ま ぶた も 上 が る 


| 
閉じ た ま 点 た に よ 
り 、 目 が 下向き の 


カー ブ を 描く 4 

』 汗 が あれ ば うん ざ A 

り 気味 に 、 な い 場合 

は 怒っ て いる よう に 

も 見 せら れ ます 。 / 

~ 
目元 と 居 根 を し か め 、 
_ 口角 を 上 げ て 笑っ た 首 を すく め て 


口元 に する と 軽 政 の 後ろ に 引い て いる 
目線 を そら し な が ら 、 表情 に な る oe 
居間 に シワ を 入れ る 


\ Sa 35, ADAEPODE. 
(\ 汗 の 有無 で 違う 表情 に な る 


眉 の 位置 を 目 の 少 
し 上 に 離す 。 LE 
は 突き 出さ れる 


p 顔 を 上 に 向け て 、 や や 
アオ リ に 描き ます 。 また 、 
口角 を 下げ 、 き つく 結ん 
だ 口元 に し ます 。 


選 を し か め つ つ 片 
眉 を 上 げ 、 片 側 の 
口角 だ け 下 げ る 


ME FAEILLTHE 
込む よう に 見 る 。 口 を 
閉じ 、 口 角 を 下げ て 不 
機嫌 そう に し て いる 


目線 を 正面 に 向け 、 眉 
間 に シ ワ を 寄せ て いる 


3 目 を 細め な が ら 、 片 側 
の 口角 を つり 上 げ る と 藤 
ん だ 笑み に な り ま す 。 
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lg 


基 
* 
編 


AT UL: 6 Pl 
ME, POTELUEUI RSAC ED, 
BACRHBEDU ED, ATESR PN 
感 を 示す よう に な り ま す 。 


軽 散 の 表情 も 嫌悪 感 が 省く 
な る と 、 う ん ざり し て 目 を 


閉じ る よう な 打 れ た 頭 に な 


り 、 口 元 の 笑み が 消え る 


人 る 下 ま ぶた の 線 を 引き 、 
鼻 の 上 に 横線 で 影 を 描 
いて 身 を 引い て いる 感 
じ を 出し て いま す 。 ま 
た 、 下 唇 の 中 央 が 上 に 


上 が り ま す 。 半 目 で 相手 を じっと 


見 て 、 口 を 突き 出し 
不快 感 を 強く 出す 


頭 を 條 け 、 呆 れ て 目 
を 斜め 下 に そら す 


» FAC A2TO 
の 下 に 影 が で き 、 目 を 
し か め る こと で 目の下 
に 線 が 生じ て いま す 。 
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居 毛 は 注 打 ち 、 目 尻 は 
困っ た よう に 下がり 、 下 
あご が 下がっ て 口 が 開く 


AAEOIOO‘B MIS 
Fic. FRA 
DADEZRELT 


眉 は 困っ た よう に 八 
の 字 に な り 、 首 を す 
くめ て 肩 が 上 が る 。 
上 品 な キャ ラ は 口 の 
端 を 下げ すぎ な い 


デフ ォ ル メ 表 現 の [ie 
悪 ] は 、 シ ンプ ブル な 単 


口 も へ の 宇 に する 


4 眉 問 に シワ が 片側 
だ け 入 り 、 目の下 に も 
シワ が 生じ 、 品 も 片側 
が 吊り 上 が り ま す 。 


線 で 眉 と 目 を 描き 、 | 


“思い が けず 嫌悪 感 の お 


< に る も の を 見 た と き は 、 片 
目 を 強く 細め た り 、 口 角 
ンー / 


が 下がっ て 口 が 横 に 開い 
た り 、 反 射 的 に 嫌がる 閣 
14 を し て し まい ます 。 


RRCAAROLD 
め た 目 つ き を し て 、 
口 を 横 に 大 きく 広げ 
閉じ た 歯 を 見 せる 
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嫌悪 感 が さら に 強く な る と 、 多 く の 場 合 、 怒 り の 感 
情 も 沸い て 攻撃 的 な 上 顔つき に な り ま す 。 ま た 、 気持 
ち 悪 さ が 高まる と 吐き そう な 顔 に な り ま す 。 


AES Behe 
せ 、 目 の 周り に カ 
が 入る こと で 目尻 
が 下がり 、 口 元 に 
入っ た 力 で 口 の 横 


に シワ が で きる | 
/ 


くう ん ざり し た 気持 ち 
が 混ざり 、 半 目 で 責め 
る よう な 目 つ き を し て 、 
上 唇 を 突き 出し ます 。 


MODFRC TE SH 
ジワ の 凸凹 を 描き 、 ロ ーー 
も ほん の 少し 開け る 


Db 眉 頭 の 隣 に 1 本 線 を 引く だ 
け で 眉間 の シワ に 見 せら れ 


ます 。 ま た 、 黒 目 を 小さ い 
点 に する と 起り 混じり の 表 
庄 問 に は 大 き な 迫 方 向 , 
\ 


OvIPTe, OFM 情 に な り ま す 。 閉 じ た 口 の 
DSMLTUS 中 央 は あえ て 描き ませ ん 。 


BORER AE 
歯ぐき が 見 え そ うな ほ 
ど 口 角 を 下げ る 
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鼻 と 口 の 横 に 線 が 出 ます 。 


慎 と 下 ま が た の 線 を 大 き 
く 満 曲 さ せ て 描き 、 喋 っ 
て いる 口 を 接 に 開く 


気持 ち 悪さ が 我慢 の 限 

界 を 超え る と 吐き 気 を 
催し 、 目 が 見 開か れ 居 

が 八 の 字 に な る 


横顔 は 類 の 上 ふくらみ の 影響 で 
目 、 鼻 、 口 元 の 線 が 目立ち や す 
く な り ま す 。 眉 間 の 縦 方 向 に で 
きる シワ は 額 の ライ ン に 沿う よ 
うに 斜め に 描 を 、 類 が ふく ら み 、 


層 と 目 の 周 囲 に シワ 
が で き 、 不 満 を 言う 
た め に 口 を 開く 


4 目 と 鼻 の つけ 根 の 間 
と 、 口 の 周り に 力 が 入 
る こと で 下 唇 と 口 の 端 
に シワ が で きま す 。 


嫌悪 感 に 怒り が 混ざり 、 
目 が 吊り 上 が る 。 口元 
は きつ く 歯 を 食い し ば 
る デフ ォ ル メ 表 現 
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Brit 


>t = Hk 
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Column-02 


影 は 表情 の 印象 を 左右 する 重要 な 要素 で す 。 落 ち 込 ん 
で いる 顔 に 濃い 影 を つけ れ ば 深い 悲し み を 、 怒 り の 表情 
に 影 を つけ れ ば た だ な ら ぬ 怒り を 感じ させ る な ど 、 影 の 
付け 方 一 つ で 印象 が 大 きく 変わ り ま す 。 中 で も 影 が 大 き 
く 影 響 す る の は 、 悲 し み 、 怒 り 、 恐 怖 、 驚 き と い っ た 感情 で 、 
顔 の 中 で も 影 が で きやすい 目 の 周 辺 の くぼみ 、 鼻 の 左右 


落ち 込ん で うつ むく と 
顔 の 表面 が 陰 に な っ て 
影 が 生ま れる 。 そ の 影 
を 顔 の 半分 に 濃い 影 と 
し て 描く と 悲し さ が 強 
調 さ れる 


恐怖 や 焦り は 目 の 周り 
に 影 を 作る と 伝わり や 
TL IRAO<IEF 
鼻 と こめ か み の 陰 、 首 
元 に 強烈 な 陰影 つけ て 
恐怖 を 表現 し て いる 


ゅ 怒り 

怒る と 顔 が こわ ば っ て 
影 が で きる 。 HORS 
の 方 向 か ら 光 を 当て 、 
表情 に で きる 影 を 濃く 
浮か が び 上 が ら せ る こと 
で 把 り を 強調 し て いる 


や 下 側 、 首 の 下 な どの 影 を 濃く 描き 込む と 、 こ れ ら の 表 
情 を より 強調 させ る こと が で きま す 。 

また 、 私 た ち は 普段 上 か ら の 光 で で きる 影 に 慣れ て い 
て 、 別 方 向 か ら の 光 で で きる 影 に 違和感 を 覚え ます 。 こ 
れ を 利用 する と 、 笑 顔 を 下 か ら 照 らし て 鼻 の 上 に 影 を 作 
り 不気味 な 笑顔 に すけ る 、 と いっ た 演出 も 可能 に な り ま す 。 


ws 応用 編 


表情 の バリエ ーション 


Lessons 


照れ て 困っ た よう な 八 の 宇 


好意 を 持っ て いる 人 の 前 で は 自然 と 顔 が 赤く な 人 


り ま す 。 目線 は まっ すぐ 相手 を 見 た り 目 を そら 
し た りな ど 、 人 に よっ て 反応 が 異な り ま す 。 


MON AS-1 KEMPL. 
MLE CRIME L CUS 


人 嬉し さ で 目 が 細く 

な り 、 目尻 が 下がっ \ PHFEBRTES 
て 優し い 眼 差し に な 目 を そら す 、 戸 惑 っ 
り ま す 。 類 を 赤らめ 、 て 口元 が 波打つ な ど 、 
口元 は 穏やか な 微笑 直接 的 な 表情 で な く 
み を 作り ます 。 \ て も 気持 ち を 表現 す 


る こと は で きま す 。 


じっと 見 て いる 
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y/o = 
nn HIT EU ID ES 2 ERIÉT, RLY CARRE 
目 や 持ち 上 が っ た 眉 、 紅 湖 し た 類 な ど が 特徴 で す 。 


Æ 
NOME 
本 く 太 い 線 で 
数 本 描く 


口 を 波状 に 描い て 
| 照れ を 表現 する 


AKEROMP RICH 
線 を 入れ る と 嬉し い 、 
好意 の 気持 ち が 表 現 で 
SET. ROAM 
多い ほど 照れ て いる よ 
うに 見 えま す 。 


軽く 見 開く 目 と ぽか ん と 
開け た 口 で 驚き を 表現 
し 、 類 に 赤み を 加え る 


穏 いて 反射 的 に 関 い 
た 口元 。 口 は 母音 の 
「 え 」 の 形 を 意識 する 


ハイ ライ ト を 増やし て 目 を キ 
ラキ ラ さ せ 、 敬 ぎの 誇 張 表 現 
CHEMDDEFELMTS 


AKETTEPO 
角 に 力 が 入っ て シ 
ワ が で きる と 同時 
に 、 嬉 し さ で 口角 
が 上 が っ て いま す 。 


びっ くり し て 
Besant 
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思い 焦 が れ る 苦し さか ら 、 眉 が 「 悲 」 に 似 た 形 に / N 
な り ま す 。 口角 を 下げ すぎ な いこ と が 重要 で す 。 


HOSLASHET 
る よう に 、 き ゅ っ と 目 を 軽く 細め 、 ア ゴ は 


SFR US 脱力 し た 状態 を 意識 し 
て 口 を 軽く 開け る 


人 人 八 の 字 に な っ た 帳 と 小さ な 
口 が 訴え か ける よう な 表情 を 
作り 、 目 に 反射 光 や ハイ ライ 
ト を 増やし て 潤 ま せ 、 女 性 ら 
し さ を 強 調 し て いま す 。 


/ 2 胸 が 苦し く な り 、 
ン 胸元 を 手 で 掴む 


“切な さ で 陶 が 締め 付け 
られ 、 思 わ ず 胸 に 手 を 当 
て て いま す 。 眉 間 に シ ワ 
を 寄せ て いま す が 、 好き 
な 感情 か ら 心 な し か 口元 
は 微笑 ん で いま す 。 


切な さ を 堀 えよ うと 自 間 | N 
に 力 が 入り 、 目 は 細目 に a 


な っ て 預 を が ら 5 ゅ る ーー ae 
= ンプ 
NM / N 


、。 GA 


の 
⑳ 言 さき 。 好き な 人 に 会 っ た と き の よ うな 嬉し さ 、 そ し て 好意 を 持っ 
て いる こと が 伝わる よう に 、 目元 を 優し く 描 を まし ょ う 。 


& 


“口角 を 横 に 広げ な が 
ら 口 を 開け る と 、 相 手 
に 笑い な が ら 話し か け 
て いる よう に 見 えま す 。 


前 頭 筋 が 収 編 し て 眉 
が 持ち 上 が る 。 また 、 
上 張 が 口角 より も 高 
い 位置 に くる 


首 を 傾け て 相手 に i, 
話し か ける よう に .。 グー à 


眉 の 位置 を 高く する 
と 相手 に 投げ か ける 一 | ) 
笑顔 に な る 


p 婚 し さ で 類 が 赤く 
な り ま す 。 顔 は 満面 
の 笑み を 浮か べ て 喜 
び を 表現 し ます 。 
髪の毛 に 右 方 向 へ 流 
れる 動き を つけ て 体 
の 動き を 表現 する 
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。。 れる | 
に 


se 


EURE 


恥ず か し さ を 隠 す よ うに 目線 を そら す 、 表 情 を 隠す よう に 
固い 表情 に な る 、 困 つた 顔 に か る な どの 特徴 が あり ます 。 


WLURBHFML <. 
県 れ 隠 し に 目 を 閉じ て 
DÆXE <HICHLUE 
BLLIATE2TL\S 


恥ず か し く て は に か 
ん だ 男性 の 表情 。 言葉 
に 詰まっ て 開い た 口元 
刷 を 人 の 字 に し た 国 り が ボ ポイ ント で す 。 
WCHFERIDS 


4 上 まぶた を 下げ 
て 目線 を そら し 、 
首 を 傾け な が ら 口 
を すぼめ て いま す 。 


SHSM LED SAS 
わせ る こと が で きず 、 指 
CREEL CHS 


バツ が 悪 そう 
こ 、 に 目 を 細め 、 
首 に 手 を 置く 


目 が 思わ ず 下 を 向い 
て 下 ま ぶた 側 に 来る 


[RNS] より も 顔 の 赤み が 増し 、 困 惑 し た 笑顔 や 藩 恥 に 耐 / 


wis dE える 顔 に な り ま す 。 ま た 、 眉 は 上 に 上 が る 傾向 が あり ます 。 . 
Ay 
MN 


恥ず か し さ を 坦 
えよ うと 眉間 に 
シワ が 寄り 、 下 
BICADAS 


4 PORRNT 
還っ た 形 に 、 目 は 
嬉し さ を 表現 する 
と 、 恥 ず か し さと 
嬉し さ を 両 立 し た 
表情 に で きま す 。 


妨 し さ で 目元 が 穏 や 
か に な り 、 辱 を 結び 
つつ 口角 が 上 が る 


男性 の 場合 で も 、 八 
の 字 の 慎 で 恥ず か し さ 
を 、 上 目 使い の 目 で 嬉 
し さ を 表現 で きま す 。 N 


目 を そら し 、 片 側 の 
口角 を 大 きく 下げ る 


耶 ず か し さ の あま り 
顔 全 体 が 真っ 赤 に な 
り 、 う つむ お いて 目 を 
上 げ ら れ な く な る 


(Wl 
WW 


WM 


ー RS i 101 


+ CF 
“te 
OO” 嬉し さ に 基づく 表情 で 、 感 情 が 高まり すぎ ざる 


と 涙 が 溢れ だ し ます 。 泣 き 顔 で す が 、 目 元 も 
口元 も 「 喜 」 の 表情 で 表現 する こと が で きま す 。 


涙ぐん で 目 が 細く な り 、 
眉 問 に 力 が 入る 


潤 ん だ 優し い 目 で 笑い か 
け 、 上 唇 が 山 な り の 線 を 描 


( RS CRIGIREIDE| MIC いた 笑顔 に な り ま す 。 泣い 
涙 を 加え る 。 こ の と き 、 
て 紅潮 し た 類 の 赤み を 忘れ 
に シワ は 寄ら な ー 
BMC Tse ET eee UES: 下向き の カー ブ を 措 


く 眉 や 、 口 の 両端 に 
力 が 入っ て で きる 線 
を 特徴 的 に 描く 


b 感極まっ て 涙 が こ 
ぼれ る お じい さん の 
表情 。 口 を 閉じ た ま 
ま 口 角 を 上 げ て いる 
ほか 、 思 わ ず 口 を 履 
お うと する 手 が 口元 
に 来 て いま す 。 人 は 好意 を 示す と さき 、 眉 が 
上 に 持ち 上 が る 。 披 笑 む 表 
情 に 加え て 、 類 の 斜線 を 措 
いて 赤み を 表現 する 
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吊り 上 っ た 「 怒 」 の 眉 と 、 下 土 に 力 を 入れ て 口元 
を 歪 ませ た 「 悲 」 の 口 の 組み 合わ せ が 、 悔 し さ を 
に じ ま せ た 上 顔 に な り ま す 。 


眉 頭 が 下がり 、 圧 が 吊 
り 上 っ て 見 える 。 口元 
か ら は 食い し ば っ た 歯 
が 見 える よう に する 


PORTIS, FE 
の 下端 の 線 を 描い て 
口元 に 力 が 入っ て い 
る 様子 を 表現 し ます 。 


眉 頭 が 下がる こと で 
上 まぶた も 下がり 、 
吊り 目 に 見 える 


閉じ た 目 を デ 
フォ ル メ し て ら 
本 の 太い 線 で 描 
き 、 食 いし ば っ 
た 八重 歯 な ど を 
強調 する 


b 目 が 細く な り 、 ER 
か ら 大 粒 の 涙 が こぼれ 
ます 。 上 下 の 辱 に 力 が 
入っ て 口 の 中 央 の 線 が 
内 側 に 曲がっ て いる 点 
が ポイ ント で す 。 


BokARI we 
的 な 太い 眉 を 吊り 上 Ai 
げ て 怒り な が ら 、 垂 

れ た 目尻 や 縦 に 開い 

た 口 と いっ た 女性 的 

な 表現 で キャ ラク 
ター 性 を 出す 
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ome (55. 受け 入れ る | 


NE 
dun 「 信 じ る 」 は 、「 喜 ] に 近い 感情 で す 。 自 然 体 に 近い 顔 つ 
き で 微笑 み を 浮か べ 、 疑 い の な さ を 表 現し まし ょ う 。 


軽く 目 を 細め て 、 
相手 を 見 据え る 


撤 笑 み を 意識 し て 眉毛 を 
下げ た り 、 口 の 口角 を 大 
きく 上 げ る よう に 描く と 
女性 らし さ が 出 る 


a he iy 人 ^ 頭 を 少し 前 に 傾け 、 下 か ら 
~ 見 上 げ て いま す 。 相手 を 好意 
的 に 見 て いる た め 、 わ ず か に 
口角 が 上 が っ て いま す 。 


微笑 み に 見 せる ポイ ント は 
眉 と 目 の 形 で す 。 CORD 
方 向 に 平坦 だ と 無 表 情 に 見 え 
る の で 注意 し まし ょ う 。 


きく 上 げた 片 出 の 口 及 が 、 年 
上 の 奈 裕 さ と この 人 物 の シ ニ 
カル な 性 格 を 表現 し て いる 


眉 を 目 よ り 大 きく 上 の 位 
置 に 描く と 、 相 手 を 受け 
入れ て いる 感じ が 出せ る 
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he = 
Cet BréÉIORECTA, Dé DB ER > TUE 
す 。 相手 や 対象 に 向け た 目線 と 口元 が ポイ ント で す 。 


感 史 し て 目 を 大 きく 見 開き 、 
口 を 縦 に 関 い て いる 。 類 は 期 
待 感 か ら 高揚 し て 赤く な る 


閉じ た 歯 と 大 きく 横 に 広 

_ が っ た 口 が 、 期待 が 抑え 
られ ず 思 わ ず 笑 み が こ ぼ 

れる 様子 を 表し て いる 


人 眉 を 大 きく 上 げ 、 目 を 
見 開い て 口角 を 上 げ る と 、 
強い 感嘆 の 表情 に な り ま 
す 。 黒 目 は 小さ くし な い 
と ころ が 重要 で す 。 


切れ 長 の 目 で 大 人 の 女性 
の 雰囲気 を 出し 、 圧 を 目 
DSRLTPDSMUER 


> 見 知っ た 相手 に つき に し て いる 


対す る 信頼 感 を 斉 
ん だ 期待 の 表情 。 
下 か ら 相 手 を 見 上 
げ る 目 と 笑っ た 口 
元 が 相手 へ の 信頼 
感 を 表し て いま す 。 


黒目 と 下 ま 避 た を 離せ > 
ば 、 黒 目 の 大 き さ に 関 
係 な く 目 を 見 問い て い い 


/ る よう に 見 える A 


. CR ooo 


a J} 
SU, 見 つめ る 、 見 上 げ る と いっ た 、 相 手 に 強い 関心 を 持っ た 目 が 特徴 で 
Fo 目 の ハ イラ イト を 多め に 入れ て 瞳 を 澤 か せる の も 効果 的 で す 。 


信頼 ・ 期 待 


眉 を 大 きく 上 げ な が ら 見 上 
FOC, HFIP EN 
を 抱い て いる よう に 見 える 


比 に 関 いた 口 や 、 目 の 
中 の 光 な ど で キ ャ ラク 
ター 性 に 差 を つけ る 


P 口 は 口角 を 上 げ 
TRA. BO 
カー ブ を 下向き に 
する と 、 相 手 に 強 
く 思 い 焦 が れる 雰 
囲 気 が 出 ま す 。 


気分 が 高揚 し て いる 驚き の 表情 に 近い 眉 と 目 、 そ 
の で 類 に 紅潮 し て い f= ーー し て 開い た 口元 が 、 と て も 感 
る 赤み の 線 を 入れ る 7 心して いる よう に 見 せ て いる 


眉 を 市 り 上 げ て 目 を 見 開き 、 
相手 に 強い 関心 を 示し て いる 


眉 頭 を 下げ て 帳 の 角度 を きつ く 
する ほど 強い 印象 の 目 に な る 


口 を 閉じ る こと で 口角 が 若干 下がり ます 。 
目 の 周り に 力 が 入り 、 少 し 眉 頭 が 下がっ 


第 

て 眉 が 吊り 上 っ て いる よう に 見 えま す 。 = 

VERE RTS, MESES E 
すぐ 見 る 、 口 角 を 少し 下げ x 
る 、 こ の 3 点 が 真剣 さ を 表 現 編 


する ポイ ント で す 。 


男性 で も 女性 で も 、 相 
手 を 見 据え て 口 を 強く 
結 遍 点 は 共通 し て いる 


眉 頭 と 眉 尻 が 水平 の 高 さ で も 、 
目 を 脱力 させ ず ず 、 口 角 を 少し 下 
げ れ ば 真 刻 な 顔つき に な る 


眉 頭 と 上 ま 応 た の 間 を 少し 躍 

す 。 く っ つけ た 場合 、 真 剣 さ 
より も 怒っ て いる よう な 印 旬 
が 強く な る の で 注意 


真 刻 な 顔 と ムッ と し 
た 表情 は 一 見 似 て いま 
す 。 真 市 な 顔 の 場合 、 
目 に 力 を 入れ て も 眉間 
に シワ は 寄せ な い の が 
描き 分 け の コツ で す 。 
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OU 自信 を 持っ た 表情 は 、 自 分 


cc am CHS SBME BO ORE 
“ae ” か ら 生ま れ ま す 。 口 元 が MUBDecOmeRD 
Nero 上 げ て 歯 を 見 せ た 口 元 が 
笑っ て いる 点 が 特徴 で す 。 抗戦 的 な 表情 を 作り 出す 


“は っ きり と 開い た 
目 、 勇 まし い 眉 、 下 
側 の 歯 が 見 える ほど 
大 きく 開い た 口 が 、 
少女 の 溢れ 出る 自信 
を 表現 し て いま す 。 


山 な り に 大 きく カー 
ブ し た 層 と 口角 を 大 
きく 上 げた 口元 が 自 
信 を 強調 し て いる 


片目 を つぶり 、 口 
角 を 垂直 に 近い 角 
度 で 吊り 上 げた 得 
意 げ な 表情 


自信 に 満ち た 表情 の ポイ ント は 、 口 
元 を 笑顔 に し つつ 、 目 を あま り 笑 わせ 
な いこ と で す 。 眉 頭 を 下げ 、 前 向き で 
力 が ある 目元 を 意識 し まし ょ う 。 
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% 
ia, 
a 考え ご と を し て いる と き は 、 視 線 を 上 や 下 に 


向け る 傾向 が あり ます 。 頭 部 を 支え る た め に 
顔 に 手 を そえ る こと も よく ある し ぐさ で す 。 


悩ん で いる と き は 目 を 
1 閉じ る と 考え て いる 雰 


AROS, 正 問 に カ À 
が 入り 、 眉 は 下向き の 一 


カー ブ を 描く ee 


心 記 ・ 混 乱 


ATÉLUIETRE), TES 
し よう 」 の 3 つが 混ざっ た 表 
情 で す 。 上 に 上 が っ た 眉 と 
口角 が 吊り 上 っ た 口 が 喜び 
を 、 見 開い た 目 が 父 き を 、 
顔 に 当て た 手 が 悩ん で いる 
様子 を 表現 し て いま す 。 


対象 を 見 な が ら 、 眉 問 に 
シワ を 寄せ て 考え 込ん で 
いる 表 捕 。 手 を アゴ に 当 
て て 首 を 傾げ て いる 


アゴ に 手 を 置い て 目線 を 
下 に 向け る と 、 考 え を ま 
と め る た め に 意識 を 集中 
し て いる よう に 見 える 


な か な か 考え が まとまら 
な い 表 情 。 顔 を 上 に 向け 、 
宙 を 見 上 げ な が ら 難 し い 
BELTS 


人 は 考え 事 を する と き 、 重 い 
頭 部 を 支え る た め 、 無 意識 の う 
ち に 手 や 指 を 顔 に 当て ます 。 目 
線 を 右上 に 向け る の も 考え 事 を 
し て いる し ぐさ の 一 つ で す 。 
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4。 思わ ぬ 事 態 に 敬 き 不安 を 
成 じ て いる 状態 で 、「 沿 」 


と 「 恐 怖 ] の 要素 が 合わ 
さっ た 表情 に な り ま す 。 


困っ て 眉 根 に シワ が 寄り 、 
左右 で 帳 の 形 が 変わ る 


突然 の 出来 事 に 対し て 焦っ 
SS. [ME] の 感情 が 強 
く 出 て 目 を 見 開く 


と 衝撃 や 動揺 で 口元 が 脱 
力 し 、 ア ゴ が 下がっ て ロ 
が 開き ます 。 視 線 は 動 押 
の 原因 に な っ た 対象 や 、 
相手 の 方 を 向き ます 。 


口 の 開き 只 合 を 控え 
HITS, FOS 
合 も 小さ く 見 える 


焦り を 表現 する も っ と も 

簡単 な 方 法 は 、 顔 に 汗 を 描 
き 込 お こと で す 。 表 情 の 特 
徴 と し て は 、 目 と 眉 の 離れ 
具合 と 目 の 見 開き 具合 が 大 
きく 影響 し ます 。 


大 きく 開け た 口 、 ハ の 
字 に な っ た 眉 、 散 の 毛 
が 飛び 出す 様子 で 、 焦 
り を 強調 し て いる 
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ou 考え な が ら 嘘 を つく た め 視 線 が 泳ぎ だ ます 。 ま た 、 あ れ 
これ 喋 ろう うと する た め 、 口 が 開い た 状態 に な り ま す 。 


VE 


視線 を そら し 、 口 を うっ 4/ / | 
Ly 


すら と 開け て 笑い 頭 を 作 / | 
ろう と し て いる 


人 視線 を あら ぬ 方 向 に 向 
け 、 口 角 を 不 自然 に 吊り 上 
げ て いま す 。 汗 の 有無 一 つ 
で 表情 の 印象 が まっ た く 変 
わる 点 に 注目 し まし ょ う 。 


視線 は 相手 に 向け て いる 
が 、 眉 が 上 に 上 が り 口 元 が 閉じ た 目 と 大 きく 開 
半端 に 開い て いる けた 口 の 対比 で 不正 

然 さ を 末 現 する 


口 の 線 を 流 打 た せる と ご ま 
か し きれ て いな い 雰 囲 気 が 
出 て 、 由 が つけ な い 人 と い 
SHRESA SNS 


“《 目 は 上 まぶた 側 に 寄せ る 
と 目 が 泳ぐ 雰囲気 が よく 出 
EG. Ke. (BORE 
や か な カー ブ で 描く の も ボ ポ 
イン ト で す 。 


_,, CHAE 


SS 大 きく 開け た 口 や 吊り 上 っ た 眉 な どー 
見 威勢 の いい 表情 に 見 えま す が 、 眉 問 
に シワ が 寄っ て いる な ど 、 ど こ か 違 和 
感 の ある 顔 に な り ま す 。 


AA BBL 


眉 根 に ツヤ ワ が で き 、 上 ま 応 た が 
下がっ て 半 目 に な る 。 口 は 口角 
を 上 げ て 笑顔 に 近い 形 に する 


口角 を 突 ら せる よう に 上 同 き 
に 描く 。 下 唇 に は 力 が 入り 、 
下端 に シワ が で き て いる 


a 人 自信 が ある 様子 を 演じ 
Pr NES Le Ne の て = N て 見 せ か け て いる た め 、 
が っ て いる 様子 。 わずか に 眉間 __ アン / SR 口角 が 不 自然 に 上 が り ま 
に 寄っ た シワ と や や 下向き の 慎 | 


が 、 心 の 内 を 表し て いる 


す 。 胸元 に 手 を 置く し ぐ 


\N パ さ を 加 える と 、 強 が る 感 
\ じ が 強調 され ます 。 


居 を 吊り 上 げ て は いる が 、 
虚勢 を 張り きれ ず 片 目 を 
閉じ て 顔 を そら し て いる 


に 
es 


(HEDRICK BEY 
ラク ター で あれ ば 、 眉 を 吊 
り 上 げ さ せる ぼう が 強がっ 
て いる 雰囲気 が 出 ま す 。 


- ET 


he 
や 好意 を 持ち つつ 怒っ て いる 状態 で 、 眉 を いか ら せ る 、 類 
を 膨らませ る 、 口 を 突き 出す と いっ た し ぐさ が 出 ます 。 


BU {BR 


口元 を 強く 結び 、 下 結 7K 
の 下 側 に 線 を 引く 。 BM 
は 上 ま が ぶた を 下げ て 閉 

じ か け に する 


子ども の お くれ た 表 
情 。 MEBSEET ノ 


人 視線 を 大 きく そら し 、 吊 り 上 っ た 
眉 を 上 まぶた に 近い 位置 に 描い て 
怒っ て いる 様子 を 表現 し て いま す 。 
口先 も 軽く 失 ら せる と 効果 的 で す 。 


すね た 表情 は 、 測 り 
上 っ た 庄 と 口元 の 形 一 フ 
が 影響 し て いる 


女の子 は 、 短 っ た 目元 と 彫 
ら ま せ た 口 元 で で くれ た 様 
子 を か わい らし く 描 ける 


ト 眉 が 吊り 上 っ て 怒っ て いる も 
の の 、 好 意 を 持っ て いる 相手 な 
の で や や 上 目 使い 気味 に な っ て 
いま す 。 口 角 は 下げ すぎ な い ほ 
う が か わい く 見 えま す 。 


様子 を うか が うと き の 表 情 で す 。 
相手 に どん な 感情 を 抱い て いる 
か で 眉毛 の 形 が 変わ り ま す 。 


正面 以外 か ら 口 を 閉じ て 見 

上 げ て いる 上 目 使い は 舞 表 5 
情 に 近く 、 じ っ と 観察 され | 
て いる 印象 を 与え る / 


人 好意 を 持っ て いる 相手 を 下 か 
ら 見 つめ る と き は 眉 が 上 が り ま 
す 。 口 は 口先 と 内 ら せ て いる イ 
メー ジ で 小さ く 描 を ます 。 


相手 を じっと 見 て いる 表情 
臣 戒 心 が あ る と 、 上 まぶた が 
下がっ た り 口 角 も 下がっ た り 
と 、 ぎ つい 顔つき に な る 


目 を 大 きく 開い て 慎 の 位置 
#GOICFSE, MULT 
いる 雰囲気 が 薄れ る 


3 相手 を 信用 し きれ て い 
な いと き は 眉 が あま り 上 
が ら ず 、 口 元 も 無 表情 に 
近い 閉じ た 形 に な り ま す 。 


好意 も 稿 戒 心 も な いと き は 、 
上 目 づ か い に な りす ぎす ぼん 
POELKEICES. ぽか ん 
と 開い た 口 も 要素 の 一 つ 


© 怪し い 、 不安 だ と いう 思い か ら 目 が 細く な り 、 
帳 問 に シワ が 寄り ます 。 や や 攻撃 的 な 感情 を 
含ん で いて 、 対 象 か ら は 目 を そら し ませ ん 。 


あか ら さ まな 半 目 と 下 唇 が 
上 が っ た 口元 が 、 BCE / À 
い 疑 い の 表情 を 作っ て いる 編 
眉 を いか ら せ 、 口 を つぐ ん 
だ 表情 。 怪し い 素 振り を 見 
せな いか 見 張っ て いる 
第 
中 
Li] 


人 警戒 心 と 小さ な 嫌悪 感 か ら 
口 を 固く つぐ み 、 口 角 を 下げ 


SN の 強い 疑い の 眼差し 。 目 を て いま す 。 ま た 、 疑 っ て いる 
細め 、 正 面 か ら 相手 を た め 片 目 を 細め て いま す 。 
じっと 見 て いる 

XX | 

LE 
ここ 


RRMA ERT DE 
M, 体 の 向き と 視線 を 別 

Le 方 向 に 向け る と 周囲 を 見 
回 す 雰 囲 気 が 出 る 


| 
| / MN 
i» \ L < 嫌悪 感 と 怒り を 含ん だ 表 


情 。 疑い が 確信 に 近い 状態 で 、 
N ーーーー ヘ 怪し い 行 動 を し な いか 攻撃 的 
ー , TSR CHL CUE To 


ii 
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口元 だ け で な く 、 下 まぶた 

rr DA と 、 悪 だ くら み を 目論ん で 
SUR 和己 的 な 喜び か ら 生 まれ る 表情 で す 。 いる よう な 表情 に な る 
口角 が 選 り 上 っ た 口元 が 特徴 で 、 人 物 


に よっ て は 下 ま ぶた を 上 げ て 目元 を 笑 
わせ る 顔 も 似合い ます 。 


RR 


眉 の 形 を 左右 で 変え て 片側 を 
吊り 上 げ る だ け で も 悪い こと 
REA CES BAILS 


大 が まっ すぐ で あれ ば 爽 や 
か な 印象 が 加わ り 、 い た ず 
ら っ ぽ い 笑顔 に な る 


4 上 唇 が 下向き の カー ブ を 描 
く よ う に 口 を 大 きく 横 に 開い 
て 歯 を むき 出し に する と 、 悪 
そう な 笑い 顔 に な り ま す 。 


上 ま 点 た を 軽く 閉じ 、 
OR AITS OT SER 
LITRÉRRHETF D 


同じ 口角 を 上 げた 笑い 
方 で も 、 口 を 閉じ て 顔 を 
上 に 向け 、 見 下げ る よう 
な 視線 に する と な に か が 目 || 
論 ん だ 表情 に な り ま す . 
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他人 を 軽 蔵 し た 表情 で 、 顔 や 上 体 を そら し て 上 
か ら 見 下げ る 姿勢 に な り ま す 。 眉 や 目 、 口 元 
を ゆがめ て 笑う と 、 よ り い や らし さ が 出 ます 。 


ーー 


眉 頼 を 曲げ て 流 打 っ た 線 に 
| する と 、 相 手 を 小 ば か に し 


て いる 雰囲気 が 出る 


, ae 
S * グ 
デブ ーッ 
XN 
ma" 左右 で 向き を 交え た 由 、 う すら ち 笑 
ミ Li, 目元 の 影 が 相手 を 馬鹿 に し て 


散 ん で いる よう な 上 印象 を 持た せ て 


= いる = 
- の さり 一 : 
ea 
VAR 
/ fe 
( ca 笑っ た 口元 に 加え て 、 下 


まぶた を 上 向 寺 の カー ブ 
で 描い て 目元 も 笑わ せる 
と し た り 顔 に な る 


アゴ を 上 げ て 視線 を 下 に 向 
ける だ け で な く 、 笑 っ た 口 
元 か ら 歯 を 見 せる と 見 下 し 
た 表情 が より 際立つ 


BE M SAUCE 
に ある ほど 見 下 し て い 
る 表情 に 見 える 


る 下向き に 曲がっ た 眉 、 笑 っ 
た 目元 、 ほ うれ い 線 が くっ 
きり 浮か びあ が る ほど 大 き 


く 開 いた 口 、 こ れ ら の 要素 第 
が 、 フ カン か ら 見 た 構図 で 四 
も は っ きり と 見 下 し て いる a 
表情 に 見 せ て いま す 。 
別 

Pd 編 


失 る ほど 歪ん だ 口角 や 開い た 
口 か ら 覗 く 上 下 の 歯 が 、 あ ざ 
笑う 表情 を 強調 し て いる 


Lessons 


02 


眠い と き は 、 ま ぶた が 自然 と 下 が つ て 目 が 閉じ る か 細く な り ま す 。 
口元 は 脱力 し て 半開き に な っ た り 、 あ く び で 大 きく 開い た り し ます 。 


安らか 


ee AS < URMORAEHIE 

KA D し て 血行 を 良く し よう と す 
へ る 反射 的 な 行動 で 、 口 が 大 

SS くさ < 近作 に 開き まず 。 E 

D) K か ら は 涙 が 流れ 、 閉 じ ら れ 
Ÿ た 目 に よっ て 帳 問 や 目の下 


に シワ が で きま す 。 


| NE 
】 | 
目 を 閉じ た こと で 目 と UN | 
慎 の 距離 が 広く な る 。 一 一 J 


前 頭 筋 元 か ら [ 
また 、 前 頭 筋 が 脱力 し a 
きっ て 自 尻 が 下がる れ が 垂れ る こと も 


] 
自然 に 閉じ られ た ま 


口元 を 半開き に する と 、 ケーー が た に よっ て 、 目 は 下 

à 4 / た に よっ 

睡眠 時 の 脱力 感 が 出る 、 向き さ の カー ブ を 描く 4 
NN 


NN) 
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.. WEEE 

2 

n°, うつ ろ な 目 や 、 半 開き の 口 に よっ て 脱力 感 が 出 ま す 。 う つろ な 目 
は 、 目 


w 


実ら か 
回 
基 
本 
ii 
4 半 目 と 半開き の 口 が 覚醒 
前 の 様子 を 表し て いま す 。 
上 まぶた が 下がる の で 黒目 
の 上 半分 が 隠れ ます 。 
閉じ か け の 目 を 上 か 
SRS. LAB 
は 水平 に 見 える 


目 が 上 を 向き 、 下 ま ぶ 実 
た と の 間 に す きき 間 が で 践 
きる 。 口元 は 下 ア ゴ が 

下がっ て 口 が 開く 


口元 が だ らし な く 開 き 、 眠 い 
と き と 同じ よう に よだれ が 垂 
れる こと が ある 。 前頭 筋 に は 
余計 な 力 が 入ら ず 、 太 い 眉 が 
水平 の 形 に な っ て いる 


目尻 が 下がっ て 閉じ 気味 の 目 
や 緩ん だ 口元 、 大 きく 下がっ 
た 眉 尻 が 、 女 性 の お っ と り と 
し た 雰囲気 を 出し て いる 


» 寝 起 を か どう か に 関わ ら 
ず 、 ぼ けっ と し て いる と き 
SBP ROMeD baz 


な る 傾向 が ちり ます 。 wi 
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= 
\4 
- EE 


| 
#2 DEODOTHRERDICTSD. BRPORD 
下がっ て ぼう 然 と する 表情 に な り ま す 。 TORE 
長く する と 、 汗 が 顔 を 流れ て いる よう に 見 えま す 。 


うん ざり 


暑 さ に よる 不快 さ で 嫌 
が る 表情 に な り 、 閉 じ 
た 口元 の 口角 が 下がる 


DDD ATE PI 
し め た 口元 、 下 が っ 
た 目尻 で 、 暑 さ に よ 
る 不快 感 が 表現 され 
て いま す 。 

暑 さ で 候 切 れ し て いる 様子 。 
眉 を 八 の 宇 に し て 口 を 棋 に だ 一 一 
ら り と 開け て いる 


時 さ で 万 苦し く な る と 、 口 が 大 き っ て 
て 開き 呼吸 が 荒く な る 。 苦し さか 一 」 
ら 眉 を ゆがめ 、 目 を 閉じ て いる 


RICH RB SBE MARL 

キャ ラク ター で も 、 きっ ちり 整 

えた 髪 が 乱れ て いる 様子 な ど で \ 
暑 さ を 表現 する こと が で きる 


ル 暑 さ で 頭 が ば ぼーっと し た 影響 
で 、 目 を 閉じ か け 口 を 半開き に 
し て いま す 。 流 れる 汗 や 体 か ら 
立ち 上 る 湯気 を 表す 漫 符 を 用 い 
て 熱気 を 表現 し まし ょ う 。 
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ca 

"本 い と 全身 が 県 流し て こわ ば り 、 口 元 や 目 の 周り に 
力 が 入っ て シワ が で き や す く な り ま す 。 ま た 、 こ ご 
えて 体 や 引 を ガチ ガチ 展 わ せる 場合 も あり ます 。 


塞 さ で で こ ご え て いる 
Ri. PRES. 
目 を 閉じ て いる 


口 を 波線 で 描き 、 歯 を 合 
わせ て ガチ ガチ と 震え て 
いる 様子 を 表わし て いる 


人 外気 に 対す る 表面 積 を 減ら す 
た め 体 を 寄せ た り 、 首 を すく め 
た り し て いま す 。 ま た 、 体 内 で 
発熱 させ る た め 、 体 を 緊張 させ 
て ブル ブル と 必 え て いま す 。 


RPHICRYES 
すこ と で も 塵 さ を 
表現 で きる 


CET CHASING 
させ て いる た め 、 口 
DIED CHER 
き 出 し た よう な 形 に 
な っ て いま す 。 


“pd 


wa DUEL < TE 
め 、 口 を 大 きく 「 あ 」 
の 形 に 開い て いる 
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St At | M 


熱 が あり 体 が だ る いと き は 、 目 が 閉じ 気味 
に な り ま す 。 目の下 の シワ で 只 合 の 悪さ 、 
目元 の 陰 で 顔色 の 悪さ が 表現 で きま す 。 


ゆがん だ 眉 や 閉じ た 
片目 、 食い し ぼっ た 
口元 で 苦痛 さ を 表現 
し て いる 。 痛み を 感 — 
じ る 箇所 に は 自然 と 
手 を 当て 、 押 さえ た 
り 揉 ん だ りす る 


うつ お いて 上 まぶた が 下がっ 
RBTOMDICR EEE HEAR 
CHE. 気力 が な い 接 子 や 具 
合 の 悪さ を 表現 し て いる 


部 で 頭痛 が する た め 
こめ か み を 押さ えて 
いる 。 眉間 の シワ や 
下がっ た 上 まぶた で 
具合 の 悪さ や 痛み を 
表現 し て いる 
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眉 頭 が 上 が っ た 八 の 字 
の 眉 や 、 口 角 が 垂れ 下 
が っ た 口元 で 発熱 の だ 
る さ を 表 現す る 


人 健康 な と き と の 一 番 の 
違い は 、 目 の 下 の ク マ の 
よう な 影 や 眉間 に 出る シ 
ワ で す 。 ま た 、 顔 が 自然 
と 下 を 向い た り 、 口 が 力 
な く 開 いた り し ます 。 


目の下 に 横線 で クマ を 描く 。 
クマ が 濃い ほど 具合 の 悪さ や 
RRL CUSED EDS 


Os 


a 痛み や 苦し さ に 耐え た り 、 何 か を し た いし 気持 ち を 我慢 する 表情 で す 。 
口元 や 目元 、 眉 問 に 力 が 入り 、 そ の 周辺 に シワ が で きま す 。 


眉間 に 力 が 入り 、 央 豆 が 下がっ 
て 目 と 大 が 近づい て いる 。 口元 
を きつ く 閉 じ て い る た め 、 下 結 
の 下 側 に は 影 が で き て いる 


HÆe#D<RLILIFSEER 
(CAMA. Mao SOOw 
端 に か け て 深い シワ が で きる 


OMAR L TAHIR 
えて いる 様子 を 、 眉 を 波 打 た せ 


て 強調 し て いる 。 ま た 、 類 に 力 __ J 
が 入っ て 筋肉 が 引っ 張ら れ た 影 | , (| 
BC, RONDES を 


3 痛み に 耐え る 表情 は 顔 全 体 が 緊 
張 し て 筋 張り ます 。 鼻 の 根元 に 横 
ジワ が で き 、 口 角 の 横 や 下 アゴ の 
周辺 に 深い シワ が 刻ま れ ま す 。 


恥ず か し さ を 耐 える 
表情 で も 、 下 向き カー 
ブ の 慎 や 閉じ か け の 目 、 
きつ く 結 ん だ 口元 に 特 
徴 が 表れ て いま す 。 


目 を つ 記 っ て 口 端 を 上 
げ る と 、 嫌 悪 感 の 混じっ 
た 我慢 の 表情 と な る 
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Lessons 


食べ 物 に か じ り つ く と き は 、 大 きく 開い た 口 や 歯 が ボ ポイ ント 
に な り ま す 。 表情 は 、 食 事 へ の 期待 感 で 明る く な っ つて いま す 。 


楽観 


4 熱々 の も の に か じ り つ 
く と 、 そ の 熱さ で 顔 が 上 
気 し て 赤み が 差し ます 。 
また 、 片 目 を つぶ る と 、 
お いし そう に 食べ て いる 
よう に 見 えま す 。 


Mer252T8L Eli 
RAS. また 、 口 内 に も 食べ 物 
が 入っ て いる 様子 を 、 類 を 膨 ら 
ませ て 表現 し て いる 


か じ り つ く と き は 上 下 の 歯 が 
見 える ほど 口 を 横 に 開く た 
め 、 自 然 と 口角 が 上 が る 


KECRESD SHE 
取る 場合 は 、 手 で 引く 
より 大 き な 力 を 加え る 
た め に 、 腕 や 音 、 頭 な 
ど 体 全体 を 動か すず 


か じ り つ いた と き は 口角 
が 上 が る の で 、 そ の 動き に の 
連動 し て 下 まぶた や 上 ま ぷ ぶ 

た 、 眉 も 上 が り 笑 顔 に 近い 
表情 に な り ま す 。 


… Gea 
SS 空腹 で あっ た り 、 食 べ 物 が 美味 し か っ た り し た 


と き は 、 夢 中 に な っ て 食べ ます 。 視線 を 常に 食 
べ 物 へ 向け て 、 凝 視 し な が ら ほ お ば り ま す 。 


Bae 


食事 に 夢中 の と き は ロ 
が 大 きく な る だ け で は な 
く 、 眉 を いか ら せ な が ら 
目 を 見 開き 、 集 中 し て い 
る 様子 を 表現 し ます 。 


ANT EAU LI 
う 口 を すぼめ て すす る 
上 か ら 見 る と 、 上 辱 が 下 
向き ぎの カー ブ を 描き 、 類 
が へ こん で いる 。 


両目 を 中 央 に 寄せ る と 
食べ 物 を 族 視 し て いる 
よう に 見 える 


大 きく 目 を 見 開き 、 眉 Pe 
を 上 に 持ち 上 げ る の は 、 


es 
お いし いも の を 食べ よ A 
うと し て いる サイ ン 


再 り 上 っ た 眉 で 食べ 婦 
いで いる 様子 を 、 類 を 
膨らませ な が ら 唱 嗣 し 
て いる 口元 で お いし そ 
うに 食べ て いる 様子 を 、 
それ ぞ れ 表現 し て いる 
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閉じ た 目 と 帳 を 下向き の カー ブ 
で 描い て 口 記 を 上 げ る と 、 う っ 
幸福 感 か ら 笑顔 や 悦 惚 と し た 表情 で 食べ ます 。 と り と し て いる 表情 に な る 

類 を 膨らませ て 目 を 閉じ る な ど 、 お いし さ を 


噛み し め て いる 表現 に な り ま す 。 


ンー 


ee 改め 


上 が り 八 の 字 の 眉 に な り ま 
o, BICbADAD, FE 


側 に シワ が で き て いま す 。 9 


RAORIBICÉSAIÉMONR 
を 描き 加え る と 、 お いし いも 
の を 食べ て いる 表情 に な る 


笑顔 の 口元 に 食べ か す が つ 
いて いる と 、 夢 中 に な っ て 
食べ た 雰囲気 が 伝わる 


類 の 形 が 変わ る ほど 食べ 
物 を 詰め 込ん で 笑顔 で 食べ 
て いる と 、 と て も 美味 し そ 
うな 表情 に 見 えま す 。 


類 に 赤み が 差し て いる 
様子 が 、 お いし さや 幸 
福 感 を 表現 し て いる 
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- ERS 
aay 
2 


眉 が つり 上 が り 目 を 見 閥 いた 第 
き の 表 情 。 味 へ の 衝 壁 か ら 思 わ 
ず 置 聞 に シワ が 寄っ て いる 


a 
a 食べ る 前 の 起 像 と 異な る 味 が 刺激 的 な 味 と な り 
W ます 。 BAN 


に は 、 酸 味 、 苦 味 、 渋 味 、 辛 味 が 


人 肩 の 線 の 押 ら ぎ や 目 の 大 き さ が 左 
右 で 異な る こと 、 突 き 出 され た ゆ が 
ん だ 口 な ど 、 食 べ て いる 途中 で 違 和 
感 に 気づい た 表情 に な つて いま す 。 


4 頭 に 描か れ た 効果 線 、 ゆ が 
ん だ 眉 や 口 、 小 さく な っ た 目 
な ど 、 表 情 すべ て で 刺激 を 受 
けた こと を 表現 し て いま す 。 


華 っ ぱい も の を 食べ た と き は 、 眉 問 に で 
きる 縦 ジワ 、 す ぼ め た 口 か ら 放 射 状 に 生 
じ る シワ 、 き つく 閉じ た 目 な ど 、 あ ら 了 ゆ 
SRORADING LIRE ES 
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EER 
an 


= 苦手 な も の や お いし く な いも の を 食べ た と 
き は 、 顔 を し か め る 、 舌 を 出す な ど 、 嫌悪 」 
の 表情 に 近い 拒絶 する 反応 を 示し ます 。 


RSS 


N 


XS 


“ 眉 や 目 の 居 り の 筋肉 
が 収縮 し 、 眉 間 に シ ワ 
が 寄っ て 目 が 細く な り 
ます 。 ま た 、 下 辱 が 上 
に 持ち 上 が っ て 「 嫌 悪 」 
の 特徴 と 同じ 口元 に 
な っ て いま す 。 


』 眉 尻 や 目尻 、 口 衣 が 下 
が っ て いる と 嫌悪 感 の 強 
い 表 情 に 見 えま す 。 目 を 
閉じ る の も まず そう に 見 
せる 効果 的 な 手段 で す 。 


à 舌 を 出し て 吐き 出す よう な 
ld, MERE 
示す 表現 の ひと つ 
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目尻 に 浮か 司 涙 や 顔 中 に 浮き 出 
た 汗 、 濾 打っ た 八 の 字 の 層 と 口 
な ど 、 苦 し み に 耐 えて いる 表情 
が お いし く な いも の を 我慢 し て 
いる 様子 を 表現 し て いる 


DU, お 酒 を 飲む と 顔 が 赤く な り 、 和 気分 が 高揚 し て 笑い や 怒り 、 
泣く と いっ た 表情 が 日 常 より 大 きく な り ま す 。 ま た 、 ア 
ルコ ー ル で 筋肉 が 緩み 、 表 情 も ゆる く な り ま す 。 


» 顔 が 赤く 下 ま ぶた が 上 
が っ て いる と 、 お 酒好き で 
楽し ん で 飲ん で いる 表情 に 
な り ま す 。 流し目 に する と 
色っぽ よさ が 増し ます 。 O 


真っ 赤 に な っ た 顔 が 酔い 
の 深 さ を 、 突 き 出 し た 口 
と 吊り 上 っ た 眉 が 怒り 上 
戸 な 印象 を 与え て いる 


BRO CHHIRICIED . HA 

の 筋肉 が 緩ん で 帳 が 八 
字 に な る と 同時 に 品 

の 線 が 波打つ て いる 


酔い が 回 っ た と き は 笑い 方 ail 
も 明らか に な り 、 目 を 閉じ 
て 笑う 表情 が 多く な る 


お お ら か な 男性 と お 洒 は 
切っ て も 切り 離せ な いも の 
で す 。 口 を 顔 の 半分 くら い 
の 大 き さ ま で 広げ 、 陽 気 で 
豪快 な 笑い を 演出 し ます 。 


帳 根 が 曲がっ た 八 の 宇 
OBÉRTIS LE, 
酔っ た と き の "よく わか 
SeUGERLU SHO 
気 を 表現 し て いる 
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sh, 
j (ue LPRADMER 
st は 、 涙 を 大 きく し て 口 を 
上 ふにゃふにゃ に 波 打 っ た 
ペー 株 で 描く と コミ カル さ が 
強まり 、 表 情 が 重く な り 
すぎ ず に 済み ます 。 


深く 下がっ た 目尻 や カ な く 賠 
か れ た 口元 に よっ て 備 く 寂し 
げ な 表情 を 表し て いる 。 上 ま 
が た が 下がり 、 と ろ ん と し た 
目元 が 酔い の 深 さ を 示す 


泣き 顔 は 、 左 右 で 目 の 閉 じ 
具合 を 変え る と 悲し さ が よ 
り 強 調 され る 


澤 の よう な 涙 を 流し て 
号泣 し て いて も 口元 が 
笑 つ て いる と 、 悲 し す 
ぎ な い 印 象 に な る 


J 


閉じ た 目 と 八 の 字 の 眉 は 泣き 
顔 の 典型 的 な 特徴 で す 。 口元 の 
線 が 波打つ て いる と 、 普 段 の 泣 
き 顔 より デフ ォ ル メ 色 の 強い コ 
ミカ ル な 表情 に な り ま す 。 


気 が 強 そう な 切れ 
長 の 目 の 女性 も 、 
眉 を 八 の 字 に し て 
目 を 細め る と 、 泣 
ぎ き 上戸 に 見 える 
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Lessons 


04 


下向き の 顔 か ら 相 手 
を 見 上 げ る と 、 敵 に 立ち 
向かう 強い 意志 を 感じ 
大 声 を あげ 、 仲 間 や 自分 を 鼓舞 する 表情 る 目 つ き に な り ま す 。 

で す 。 大 きく 開い た 口 と 、 相 手 を 見 据え 
る 目力 の 強い 瞳 が 重要 な ポイ ン ト で す 。 


正面 か ら や や 頭 を 上 
CRETE, FR 
の 歯 と 舌 が 見 える 


BLL 


| & 
"7, 
大 きく 開口 する こと に 


よっ て 、 ア ゴ の 関節 部 
が 盛り 上 が る 


に 引き 上 が る だ け で な く 、 口 角 が 
ロ の 上 下 の 中 央 に 来 て 外側 の 水平 
方 向 に 向かっ て 伸び て いき ます 。 


\Z 4 口 を 大 きく 開け る と 、 上 唇 が 上 
KT 


顔 の 周り の スピ ー ド 線 と 口 

内 の 影 の 線 を 同じ 縦 方 向 で 
統一 する こと で 、 WTA | 
を 強調 し て いる 


叫ん だ 表情 の 特徴 は 、 開 いた 
OM5 R25 LFOMP FE 
の 下端 の 線 、 見 開か れ た 目 の 
RUSBELRNS. MIC 
し て 黒目 を 小さ くす る と 、 攻 
撃 的 な 目 つ き に な る 
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魔法 は 唱え る 術 者 の 内 在 的 な 力 や 、 自 然 な どの 外 在 的 
な 力 を 用 いて 発動 し ます 。 そ の 力 を 引き 出す 呪文 や 
ポー ズ 、 道具 の 有無 に よっ て 表情 に 違い が 見 られ ます 。 


魔法 エネ ルギー に よっ て 
た な びく 髪 や 具現 化し た 魔 
法 の "らし さ " を 表現 する た 
め 、 真 刻 な 目 つ き で 口 を 大 
きく 開け て 叫ん で いま す 。 


精神 を 集中 し て いる た め 、 対 
/ — 衣 を まっ すぐ 見 据え て 真 公 で 
冷静 な 表情 を し て いる 


魔法 を 相手 に 放つ と い 
う 意 思 に よっ て 眉 頭 が 
AES FOND, [Osi] 
に 近い 攻撃 的 な 表情 に 
な る 。 ま た 、 そ の 威力 
を 体 の 影 や 舞い 上 が る 
髪 で 表現 し て いる 


a a 


静か に 閉じ た 目 に 対し 
T, BD L2HEPE 
の 毛 が ふ わり と 舞い 上 
が る 指 写 の ギャ ッ プ — 
D, EE HIEU 
出す 力 の 大 き さ を 想像 
させ る 


“口角 の 位置 は 下 側 に 寄っ 
て いま す が 、 険 し い 眉 や 見 
開い た 目 、 舞 い 上 が る 髪 な 
どの 要素 の 組み 合わ せ で 攻 
撃 的 な 表情 に な っ て いま す 。 


魔法 の エネ ルギー が 
周囲 に 漂う 光 と し て 
表現 され 、 地 面 か ら | 
上 方 向 へ 光 を 受け る 
こと で 術 者 の 目の下 
に 影 が 生ま れる 


ane 


痛み や 衝撃 に よっ て 顔 が ゆがめ られ ます 。 口 の 開き 具合 や 目 の 


pr 閉じ 具合 で 攻撃 の 威力 を 想像 させ ます 。 第 
BGR TE = 
が 下 を 向く 。 片目 を rv 
閉じ て 歯 を 食い し ば の 未 


り 、 苦 問 の 表情 を 浮 
か べ て いる 


4 苦痛 で 左右 の 目 の 
大 き さ や まぶた の 形 
が 変わ り 、 顔 が ゆ が 
ん で いま す 。 口元 は 
歯 を 食い し ば り 、 痛 
み を 耐え て いる 様子 
を 想像 させ ます 。 


痛み に 耐え よう と 
し て 無意識 に 顕 に 
APA, BAP 
BOB Ole 
シワ が で きる 


攻撃 を 受け た 衝撃 で 
口 か ら よ だ れ が 垂れ 
る 。 目 の 周り に 影 を 
描き 込む と 、 ダ メー 

ジ の 深刻 さ が 伝わる 


赤く 性 れ た あざ が 攻撃 を 
受け た 場所 に で きる 。 下 


FR BICHNAD, DEF 


が っ た 口元 に な る 


= 
LczomeeeessN | 
さ 加 えま す 。 ま た 、 衣 類 や 


装飾 品 が 破れ た り 壊 れ た り 
する こと で も ダメ ー ジ を 受 
けた こと を 表現 で きま す 。 


was 
am inp 
a 戦闘 不能 に 陥っ た 表情 で 、 気 を 失っ た 場合 は 
ps 四肢 や 表情 筋 が 池 繧 し ます 。 意 識 が ある 場合 
は 、 苦 痛 に ゆ が む 顔 に な る こと も あり ます 。 


睡眠 状態 と は 異な 
り 、 八 の 字 の 眉 や 閉 
じ た 目 が 下向き に な 
ら な いと いっ た 苦し 
の み の 表情 が 特徴 と し 
て 表れ ます 。 ま た 、 
頭 の 向き は 左右 ど ち 
ら か に 傾き ます 。 


目元 は 若 冶 の 表情 を 浮か べ て いる が 、 
口元 は 脱力 し て 小さ く 開い て いる 


白目 を むい た 表現 
は 失神 時 の 表情 と し 
て よく 描か れ ま す 。 
全身 の 筋肉 が 緩み 、 
首 も 傾き ます 。 


痛み で 類 に 力 が 入り 、 類 の 肉 が 盛 
り 上 が る 。 ま だ 意識 が ある た め 、 
口元 に カ が 入っ て 引き つっ て いる y 


意識 は ある が 起き 上 が れず 、 
苦痛 で 眉間 に シワ を 寄せ て 歯 
を 食い し ば っ て いる 


特別 編 


髪 の 描き 方 


Lessons 


ュー デー 
ee 

p 前髪 は 目 の 高 さ 、 サ イド は 古 

に か か る 程度 の 長 さ に 切り そろ デン ン 
えら れ た 髪型 が 男性 の ショ ー ト 

ヘア に 分 類 さ れ ま す 。 BORA 

る ほど 前 髪 が 短く 耳 が 完全 に 出 

て いる 場合 は 、 ベ リー ショ ー ト 

と 呼ば れ ます 。 


ミディ アム 
マヤ 男性 の ミディ アム ヘア は 、 耳 
ÆB5<5SU&CORCOEN 
で す 。 シ ョ ー ト ヘア と は サイ ド 
部 分 の 長 さ に 違い が 見 られ ます 。 


補足 (首筋 の 後ろ ) の 毛 
の 長 さ に 特徴 が 出る 


額 の 見 え 方 は 、 前 髪 を 
ワッ クス な ど で 上 げ 
た 場合 な ど へ アセ ッ 
ト に よっ て 変わ る 


ロン グ 


ルミ ディ アム へ ヘア よ 
り 長 い 髪 型 が ロン グ 
ヘア に 分 類 さ れ ま 
す 。 結 い 上 げ る 、 縛 っ 
て 後ろ に 流す な ど ア 
レン ジ を 加え や すい 


伸び た 毛 の 質感 は 
ーー 女性 の ロン グ へ ヘア 
と 変わ ら な い 


ル 女 性 の ショ ー ト ヘア は 、 
首 の 付け 根 く らい まで の 長 
さ の 髪型 で す 。 前 髪 が 短い 
と 活発 な 印象 を 与え 、 明 る 
い 雰 囲 気 が 出 ます 。 


前 疑 や サイ ド の 毛 が 長 め 


だ と 、 ク ー ル さや ボー イッ 
シュ な 印象 も 表せ る 


ロン グ 


女性 らし さ が 強 く 
出る 髪 の 長 さ で 、 巻 
いた り 結 っ た りす る 
な ど 、 ア レン ジ の 手 
段 も 豊富 で 最も 自由 
度 が 高い 髪型 で す 。 
喪 華 さ や 清 建 さ な ど 、 
様々 な 雰囲気 を 表現 
で きま す 。 


ミディ アム 


女性 らし さ を 残し つ 
つ 落 ち 着 いた 感じ を 
出せ る ポ ブ カッ ト 


』 肩 に 触れ る くら 
いま で の 長 さ の 髪 
型 が ミディ アム へ 
ア と 呼ば れ ま す 。 
毛 先 を 内 側 に カー 
ル さ せる と ふわ っ 
と し た 柔らか い 形 \ 
に な り 、 女性 らし 
さ が 高 まり ます 。 


Lessons 


生え 隙 よ り 上 に 
分 け 目 を 作ら な い 


ンー 
生え 際 の アタ リ 
} 毛 の 分 け 目 が 生 
頭 部 に 中 心 線 え 際 より 後退 し て 
を 引き 、 生 え 際 見 えな いよ うに 意 
の アタ リ を 軽く 識 し な が ら 前 髪 を 
と り ま す 。 描き ます 。 


4 毛 の 質感 や 出し た い シ ル エ ッ 
ト を 想像 し な が ら 前 髪 の 後ろ 側 
に 後頭 部 の 毛 を 描き 足し ます 。 
(HEOBY 1 À \ 
=sctmoune > の 毛 を 描き ます 。 ) 
選 し すぎ な いよ サイ ド の 毛 は 耳 よ 
うに 注意 する ) り 前 側 に 来 ます 。 


頭 部 の 中 心 を 基準 
に 毛 の 流れ を 描く 


PTI VRP HME PERORNIC 
の 上 側 な ど 線 が 重 逆らう 毛 や 飛び 
な っ て いる 部 分 を 出 た 細い 毛 な ど 、 
消し 、 毛 の 流れ を 細か い 毛 を と こ 
描き 足し て 全体 を ろ ど ころ 描き 足 
BART. し て 仕上 げ ま す . 
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毛 質 の クセ が 強い 場合 は 、 
多 方 面 ^ 毛 を ハネ させ る 


回 ORNE. 


ーー し 
— リ 
を 
区 
6 


GT > り ショ ー ト へ ア は TS # 
, 頭 の 形 が は っ きり 5 
4 出る の で 、 後頭 部 | 4 
i の 外形 や 生え 際 は 7 à 
トー アタ リ の 時 点 か ら 
} 実物 に 沿っ た 形 に 
ー マ し ます 。 ー ジ 


ANBEELES. 


短い 毛 は 毛 先 が 浮き 
や すく な り ま す 。 

し 頭 部 の 側面 か ら 後 頭 部 に 

か け て 、 毛 の 厚み の アタ リ を 

と り ま す 。 頭 部 の アタ リ よ り 

も 少し 外側 に ボリ ュー ム を と アタ リ を 元 に 後頭 部 の 毛 を 

持た せる の が ポイ ント で す 。 描き ます 。 最 後に 、 MERE 
に 細い 毛 を 足し て 完成 で す 。 ee er 


刈り 上 げ る 境界 線 回 
前 髪 か ら 後頭 部 に か 
け て 全体 の シル エッ ト 


と な る 線 を 描き ます 。 


me’ 
À 


毛 の 流れ に 
沿っ て 黒 ベ タ 
で 仕上 げ て 完 / 
成 で す 。 / 


人 生え際 と 後頭 部 の ア 
タリ を 取り 、 刈 り 上 げ 
る 範囲 を 決め ます 。 
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EORESS 
程度 の 塊 と し 
て 捉え る 。 ま 
た 、 後ろ髪 の 
隠れ る 位置 も 
把握 し て お く 


全額 の 生え 際 や 頭頂 部 の 
分 け 目 を 意識 し て 大 ま か 
な アタ リ を と り ま す 。 


b 髪 の 形 を 描き 終え た 
ら 、 首 や 胸 、 腕 な ど に 重 
な っ て 隠れ る 髪 の 線 を 消 
し て 主体 を 整え ます 


毛 束 の 表 現 


アウ トラ イン を 太 
く 描き 、 一 定量 の 
髪 を 柔らか い 帯 の 
よう に 塊 と し て 捉 
える と 髪 が 描き や 
すく な り ま す 。 ま 
た 、 こ の 状態 を 大 
ま か な ガ イド と し 
て 活用 する こと も 
で きま す 。 
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} 毛 先 な どの 細部 
を 描き 加え て 仕上 
げ ま す 。 サイ ド の 
髪 な どの 髪 の 東 
に 、 適 度 に 線 を 入 
れる と 落 の 細か さ 
が 表現 で きま す 。 


髪 の 流 れ に 治っ た 線 
を 加え た り 、 少 し 東 
か ら バ ラ け た 髪 を 足 
すこ と で 、 ま と まり 
の ある 細やか な 髪 や 
毛 先 で ある こと を 表 
現 で きま す 。 


4 AB07SUDETEOMR 


み 分 の ポリ ュー ム を 足す 


る 生え際 や 分 け 目 を 参考 に 、 
BORNE LED SEO 


À 


À 
Mf 


EmDSBRA 
な い 位 置 に ある 


人 ツインテール を 生やす つけ 
根 と な る 箇所 に 、 あ ら か じ め 


〇 印 を つけ て お きま す 。 
= 
re 践 
( / NN 
K に À 根本 の 形状 の アタ リ や 、 ツ 人 回 の 流れ の アタ リ を 参考 に 、 太 い = 
— | イン テー ル の 大 ま か な 流れ の 毛 東 を アタ リ に 治 わ せな が ら ツ イン * 
アタ リ 線 を 描き ます 。 テー ル の 外形 を 描い て 完成 で す 。 応 


N ツイ ン テ ー ル の お お 


ま か な 流 れ の アタ リ ) 


ツイ ン テ ー ル 作例 


髪 の 動 き は 
毛 先 に つけ る DITOR EE 
や す と ボリ ュー 


ム 感 が 出せ る 


細い 毛 束 を 描き 足す 


DD 


前 左 と サイ ド の 回 まで 
を 描い た 状態 の ペース と 
な る 頭 部 を 用 意 し ます . 
4 {| oi 
/ し 
い NNS、J \4 
6 | | 
x 
PEEBORTC 
な る 位置 か ら 、 切 
円 桂 の 切り 込み の | 
帆 を 大 きく する と Y 


アタ リ を 描き ます 
巻き 髪 作例 
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アウ トラ イン は や わら 
ー- か いひ し 形 を いく つも 
重ね る よう に 描く 


“ 三 つ 編み に する 毛 束 の 
アウ トラ イン を 描い て い 
きま す 。 三 つ 編 み 部 分 の 
大 き さ や 毛 量 は 、 お 好み 
で 描い て も 大 丈夫 で す 。 


“は じ め に 、 三 
つ 編 み に す る 毛 
ROP HUE 
きま す 。 編 み 込 
み が 始 まる 箇所 
は 毛 束 が 細く な 
り ま す 。 


三 つ 編 み の 流 れ 
ー (カー ブ ) の ガイ 
ド 線 を 引く 


毛 の 流れ を 示す 
線 は 、 次 の 結び 
目 へ 向け て 絞り \ 

込ん で いく よう IW 


に 描か れる 


ト 毛 束 を 描き 込ん で 完成 で S 
す 。 応用 し て 、 編 み 方 を 変え 
三 つ 編 み の 形 が 決ま っ た ら 、 る 、 結 び 目 を 緩く する 、 毛 を "= 


ガイ ae SE バラ けさ せる な ど を すれ は ば 、 = ラノ 
体 を 整え て いき ます 。 乗ら か さ に 差 を 出せ ます 。 


三 つ 編み 作例 


三 つ 編み の 描き 方 を 利 
用 すれ ば 、 頭 の どの 場 
所 に で も 編み 込み を 作 
る こと が で きる 


毛 先 の 形 や 毛 東 の ボ 
リュ ー ム を 変え る だ け 
で キャ ラ の 雰囲気 を 変 
える こと が で きる 
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人 天然 パー マ は 、 と ころ どこ 
ショ ー ト = ろ 不 規則 に 万 先 を ハネ させ 
= he. る こと で 、 全体 的 に か わっ 
と し た 印象 に 仕上 げ る 
‘ yy NX 
N 


is べ ベリー ショ ー ト は 、 つ お む じ 
か ら 頭 の 形 に 沿っ て 流れ る 
ドコ よう に 描い て いく と ま と 


\ の we 
a CaN. 


DUTFEREZE 4 
刈り 上 げた ツー ブ 
ロッ クス タイ ル は 、 
男 ら し さ を 演出 す 
BETTE. BK 
や か な 印象 も 与え 
ます 。 刈り 上 げ の 
部 分 は 細か い 線 を 
描き 込み ます 。 


全休 的 に 髪 を 後ろ に 逆 
立て させ る こと に よっ 
て 、 活発 な 少年 の イメ ー 
PARUS し 毛 先 を 主体 的 に 外 方 
向 へ 跳ね させ る こと で 


アク セン ト が つき ます 。 


ツー ブロ ッ ク と 比べ て 、 前 英 / 


を 短め に 描く と さっ ぱり と し 
た ショ ー ト ヘア に な る 


ミディ アム 


長め な ミディ アム ヘア 
は 落ち 着き が 表現 さ 
れ 、 大 人 の 色気 が 出る 


トッ プ の 所 を 傍 立 て る こ 
と で ワイ ルド さ を 出 し て 

WS. 補足 が 丸まっ て い 
る の も ポイ ント 


AZCUI—-J#AN 


る と 人 物 の 雰囲気 が 柔 

ら か く 見 えま す 。 株 を 細か く 描き こま な いこ 
と で 、 ア ウト ライ ン を 重視 
LIT TIRER 


ト オー ル バ ッ ク で 渋 め な SS 
RIT, BOEOR Y 

を 細か く 描 きこ ん で いく 
と より リア ル に な り ま す 。 


— 


前 髪 か ら 後頭 部 に か け 
て 髪の毛 を 流す こと で 
爽快 感 が 出る 


前 髪 邊 目の下 で 切り そ 
ろ え て 目 を 隠す と 、 表 
情 が 見 え ず ミス テリ ア 
ス さ が 生ま れる 


Oy I ReaRee 
わせ る モヒカン 頭 。 
毛 の 全長 は 願 と 同 程 > 
度 に 描く と より イン 
バク ト を 与え られ る 


頭頂 部 か ら 波 を 打っ 
た ゆる い ウ ェ ー ブ が 和 持 
徴 的 な ロン グ へ アー。 
大 人 の 男性 っ ぽ さ が よ 
り 際立ち ます 。 


ドレ ッ ド へ アー は 、 ハ イ 
ライ ト と 黒 べ ベタ で 細部 の 
立体 感 を 弧 嘱 に 描く こと 
で リア ル 感 を 出す 


REERORST—D 
に 束ね る と 、 爽 や か さ 
と 大 人 っ ぽ さ が 増す 
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両 サ イド の 毛 を 後ろ で 結っ た 
ハー フ ア ッ プス タイ ル は 可憐 
な イメ ー ジ を 引き 出す 


ex 


R-4 vy Yaeews, H 
eth L Cae RK TUE 
バラ ンス が 良く 見 える 


女性 の ショ ー ト ヘア は 
毛 先 を 外向 き に 跳ね させ 
る と 、 活 発 な 印象 を 抱か 
せる こと が で きま す 。 


少し 八 ネ 気味 で 片 
Bees Se 
ステ リア ス な 印象 


肩 口 まで 伸び た 長 
| め の ス トレ ー ト ポ ボ 前 髪 や 毛 先 を 切り そ 
om hee ろ え た ボブ カッ ト は 、 
sie 裸足 か ら サ イド に か け 
EE て 右 の 長 さ を 徐 々 に 変 
えて いく と カジ ュ ア ル 

さ が 増 し ます 。 
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束ね た 髪 を 後頭 部 で まとめ た シ ニ ヨ 
ン は 首 回 り が すっ きり し て 華やか さ が 
あり 、 上 品 な お 嬢 様 風 に な り ま す 。 


スト レー ト ヘ ア に 片目 
ÆBLI MS DEN 
クー ル な 印象 を 与え る 


大 きめ に 編み 込ん だ 堅 を 願 
の サイ ド に 寄せ る こと で 
色っぽ さ が 出 る ーー ニー 


BE AIRE 
高い 位置 で まとめ 


結っ た 監 先 の 形状 
が 独特 な アニ メキ ャ 
ラ 調 の へ アア レン || 
ジ 。 髪の毛 を 大 きく 
両 サイ ド で 東 ね た 姿 
が 元気 っ ぼ さ を 出 し 
て いま す 。 


頭 の 上 で 大 きく まとめ た お 団 
FAP. AOWED SBOE 
を 少し 出す の も ポイ ント 
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し な や か な カー ブ を 搭 
く と 、 落 ちち 着き の ある 
まとまっ た 臣 型 に 


基 
x 
編 
さ ロ ング ヘア の 毛 先 に 
無造作 な 動き を 加え る 第 
と ナチ ュ ラ ル な ウェ ー = 
ブ ヘ ア に な り ま す 。 章 
æ 
A FL-RRENDREOD 94 
ング ヘア は 、 FEÆROE 編 
AICO ESAS EMM Lil 
雰囲気 が 出る ¢ 
大 き な 孤 を 描く カー ル は 髪 に ボリ ュー ム 
感 を 与え ます 。 アホ 毛 も 一 本 大 きく いれ る 
と さら に 可愛 らし く な り ま す 。 
毛 先 の み を カー ル さ せ 第 


る こと で 上 品 さ を 表現 


ト ポニ ー テ ー ル や 前 髪 、 
サイ ド の 毛 先 に 柔らか い 
ウェ ー ブ を か ける こと で 、 
女の子 らし さ が 溢 れ ま す 。 = 

oe 


ボニー テー ル を 描く 際 
は 、 後 頭 部 の 毛 の 流れ 
が 結っ た 箇所 へ 集まる 
様子 を し っ か り と 描く 


ロン グ ヘ へ ア を 後ろ る で ま と 

め た 和風 の 結い 璧 。 髪 の —_p 
毛 を きっ ちり と 束ね て ポ 

リュ ー ム 感 を 出す 

マ 後 ろ で 結っ た 髪 に 跳ね た 
動き を つけ る こと で 、 華 や 

か で まとまり 感 の ある アッ 

ブ ヘ ア に 仕上 が り ま す 。 


ーー 
外側 に 跳ね た 毛 先 は 外交 
的 な 性 格 を イメ ー ジ させ ン ア 


る 。 SEK, LORICR 
数 の 細い 株 を 聞く こと で ¢ Se 8 
表現 で きる / Se 
Ss 4 À 
= ‘Si 4 
à 2 < 
、 = 


7 
前 髪 を ポン バド ー ル / || 
に し て ポニ ー テ ー ル 


TZ 
GZ 
| 


ハー フ ア ッ プ を 編み 込み 
に する と オシ ャ レ で 大 


ASEUBERICES 
第 
= 
基 
À 
ni 
Be 
it 
お で こ を 出し て 
すっ きり と し た 清 
REOGSED. 
ハー ファ アップ に し ー 
RD MIE 2 ^ 前 疑 を 太め の 編み 込み に する 
PE TUE と 、 神 話 に 登場 する 女神 の よう À 
i な 上 品 な 印象 に 仕上 が り ま す 。 = 
狐 の 耳 の よう な 形 を し た 拭 が 特 用 
徴 的 な (ロングヘア 。 フ ィ ク ショ 編 


ン の 円 人 キャ ラ で は ほ 、 動 物 の 毛 
を 模 し た 査 型 が よく 登場 する 


ヽ 


Lessons 


ペン 入れ 、 ト ー ン 、 べ 仕上 げ 


BORE 
描き 加え る 


て いま す 。 


Pp Ee 

= ラグ ク グ / 
Gi’ 1} \ 
ジグ 2 グ の // aK 
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3 髪 の 明る い 部 分 
は 白 の まま で 表現 
し ます 。 内側 の 暗 
く な る 部 分 に は 
トー ン を 貼る こと 
で 壁 の 影 を 表現 し 


|) 年 老い な が ら も まだ 
山 有 衰え て いな い 精 力 さ 
/ を 感じ させ る こと が 


と 生え 際 の 線 は 描か N 1 ) 

ず 、 毛 の 流れ だ け を 措 / / AA 

いて 髪 の 明る さ を 表 と SOA : 
) / 


し て いま す 。 GROAN 
側 に は 、 影 の 線 を 描く 
CRIMES. 


3 白髪 の 部 分 は 主 線 
だ け で 描き ます 。 一 
部 に 黒髪 の まま の 領 
域 を 残し て お く と 、 


で きま す 。 


』 完全 な 白髪 は 主 線 
の み で 描く こと が で 
きま す 。 加 齢 に よっ 
て 髪 が うねっ た り 跳 
ね た り し て いる 様子 
を 主 線 で 描き 、 影 を 
入れ ず に シン プル に 
描き 上 げ ま し ょ う 。 


BE (KIC) 
トー ン を 貼る 
&. BHEOR 
で ある こと を 表 
現 で きま す 。 


モノ クロ で は や や 
濃い グレ ー で 髪 を 塗 
BCRBICRAE 
す 。 髪 色 は 濃度 に 
よっ て 表現 する こと 
が で き 、 薄 め の 灰色 
で あれ ば 茶髪 に 見 せ 
る こと も で きま す 。 


b 繋が 密集 し て い 
る 部 分 や 影 に な る 
部 分 に 薄め の トー 
ン を 貼る こと で 、 
髪 が 光 で 輝く 様子 
を 漂 出 し て いま す 。 


FE 


』 黒 疑 は ベタ が メ 
イン と な り 、 光沢 
が 入る 部 分 を 白色 
で 抜い て 光沢 を 表 
現し ます 。 光沢 が 

BUCH PDE 
象 に な り ま す 。 | 


仕上 げ と し て は 
É$EICE<, BAIS 
主 線 の み で 表現 し 
ます 。 影 に な る 部 分 
は 細か い 線 で 薄く 
描き 入れ る ほか 、 薄 
め の ト ー ン を 貼る 
こと も あり ます 。 
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NN NN 
CN 
SY 


気持 ち を 体 の 動き と し て 提 
心 の 軽 さ を 表す よう え 、 髪 を 左右 に 跳ね させ た 
に 、 杏 全体 が ふわ り 


り 、 小 さ な 毛 束 を いく つも 
と 広がる 


描い て 弾む よう な 嬉し さ を 
強調 し て いま す 。 


à jp ) 
ムカ ムカ 、 激 | hs も 


く 」 と いう 状態 で 、 重 し 


ヤマ 「 髪 の 毛 が 逆 立つ ] と いう 表現 が ある よう 
に 、 怒 り で 髪 が 浮き 上 が る 措 写 は 漫画 で よ 
<ASNET. BLACHNT. BOS 
ぎ が 大 きく まばら に 広がる 点 が 特徴 で す 。 


HIER, HO 
下方 向 か ら 広がる 一下 
よう に 持ち 上 が る 


びっ くり し た 驚き 
や 衝撃 で 、 髪 が 持ち 
上 が っ た り し ます 。 
また 、 至 る と ころ か 
ら ビ ピン と 飛び 出 た 毛 
も 特徴 的 で す 。 


驚き の あま り 固 
#27T, BA 
サバ サ に な る 


』 何 本 か 堅 を 飛び 出さ 
せ て 、 焦 り の 気持 ち を 
強調 し て いま す 


乱れ た 酸 を ギザ ギザ 
と 角 ば ら せ る こと で . 
ーーー- デフ ォ ル メ の 効い た 
驚き や 焦り の 表情 を 
表現 し て いる 


落ち 込ん だ 気分 を 表 
す よ うに 髪 を す ほ ま 
せ . 気持 ち を 代弁 す 
る 1 本 の し ん な り と 
し た 毛 素 を 描く 


がっかり し て 落ち 込ん 
だ 気持 ち を 表す よう に 、 
毛 先 が 下 を 向い て し な 垂 
れ ま す 。 わ か りや すく す 
る た め に 、 ア ホ 毛 の よう 
に 1 本 ら 本 特徴 的 な 髪 を 飛 
び 出 させ る の も 有効 で す 。 
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DA KORINE CC, 
TER ÉEDIMELER 
も 同じ 方 向 に ゆれ る 


/ 


ヘア バン ド を し て いて も 、 
風 の 動き に 合わ せ て 毛 先 は 
跳ね る よう に 動き ます 。 


な びき 方 に 見 える 


ダン ス で 跳ね る 髪 の 
動き は 、 下 か ら 上 方 
向 に 風 を 受け た よう 
に な び か せる 


右手 で 掴ん だ ポ ボニー 
テー ル が 持ち 上 が り 、 
左手 を 後ろ 回 に 入れ た 
こと で 小さ な 毛 束 が い 
くつ も 表れ る 


^ ム ダン ス な ど 体 の 動作 に よっ 
て 髪 が 動く と き は 、 毛 先 な ど 
AD SHNTSBZOEFE 
動き が 遅く 伝わり ます 。 


高い と ころ か ら ジ ャ ンプ 
し て 降り る 瞬間 は 、 下 か ら 
の 風圧 に よっ て 髪 が 持ち 上 
が っ て 広がり ます 。 


Dry TOR roe 
NTHHD, Eh 
くる り と 巻く 


REL ITP S IH 
を 動か し た 際 も 、 頭 部 に 
近い 苗 は 体 が 動く 方 向 に 
沿っ て な びき 、 毛 先 は 力 
が 分 散 し て 巻き 繧 に な る 
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qh | 


Lint 


* 
編 


4 頭 を な で られ た と き は . 
髪 に 埋もれ た 手 の 動き に 
よ つ て 毛 が 逆立ち ます 。 
上 向き に 跳ね た 毛 先 を 描 
く の が ポイ ント で す 。 
FCPELFS New 
は 上 向き に な り 、 指 の 
障 問 か ら 毛 が 飛び 出る 


水中 だ と 髪 は 柔 ら 
が か く 広 が り ま す 。 広 
が る 向き は 進む 方 向 
や 水流 の 向き に よっ 
て 変わ り ます 。 気泡 
も 水中 の 雰囲気 を 伝 
える 要素 で す 。 


長 が 濡れ る と 小さ い 毛 束 が 多 
数 で きる 。 水 を 吸っ た 撃 が 重 
ATENFHEFET, BO 
ポリ ュー ム も な く な る 


肌 に 張り つい て 水 が し た た る 
の も 濡れ 髪 の 特徴 の ー つ 
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oa 

品 里 継 

P2, P17 ~ 18、 P40、 P44、P47 ~ 48, P51 ~ 55、P57、 
P59、 P61 ~ 64, P67. P69、 P71 ~75、 P78~ 80、P83、 
P86 ~ 87、 P89 ~ 90、 P93、 P107~ 109, P112、 P114、 
P116~ 117, PI22, P184、 P131 ~ 133、 P135、 P137、 
P140~ 141, P143 ~ 144, P146、 P152~ 155 
@http://www.pixiv.net/member.php?id=63636 


ay 


Bad 
P46, P49、 P57 ~ 58, P62. PES. P72. P74, P78, 


P80, P86, P90, P99 ~ 100, P104, P110 ~ 111, 
P115、 P118, P126, P128 


@http://www.moire-takamu.com/ 


な ー こ 
P18, P21, P30, P50, P60, P63, P70, P79, PS], 
P135~ 136, P142、 P144~ 147, P149、 P151 


@http://noaeaako.tumbir.com/ 


仲間 安 方 


P2, P14 ~ 16, P21 ~ 24, P32 ~ 37. P43、 P58、 P61 
~ 62, P76, P78、 P93 ~ 94, P139、 P146、 P152 ~ 
153, P156 


@http://nakama-yasukata.tumblr.com/ 


BE 


P2, P13, P15, P26—27, P46, P48 ~50. P52, P54, 
P56 ~ 57, P59, P62, PG4 ~ 67, P70, P72 ~ 73, 
P76, P60 ~ B6、P88 — 89. POI, PIS. P97、 P102, 
P104~ 105, P120~ 121, P1934, P197, P143、 P147 
ー 151, P156— 157 

@http://www.pixiv.net/member.php?i 


211254 


藤 実 な ん な 


Pe、 P18, P20, P46, PEO, P54, PSB, P65, P69 ~ 
70, P73, P81 ~ 82, PES, PBB, P96 ~ 97, P100, 
P105~ 106, P110, P1193, P116, P126, P155 


@http://www.pixiv.net/member,php?id=3230062 


ミムラ 

PA, P17. P21, P24. P42. P47. P50. P56. P58. 
P64. P66. P70. P74. P80. PB2, P86. P91. PS9 ~ 
100, P104, P11IO~ 111, P115、 P118、 P125 ~ 128 


百舌 まめ も 


PI6~17, P20~21, P24 ~29、 P45 ~ 47、 P51、P53 
ー 54, P56、P65、 P67、 P69、P72、 P76 ~ 77, P82. 
P84 ~85, P89, P92, P96 ~ 98, P119~ 121, P152 
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| 本 書 の 内 容 に 関す る 質問 は 下記 の メー ル ア ド レス お よび ファ クス 番号 まで 書籍 名 を 明記 の うえ 書面 に て お 送 | 
| りく だ さい 。 電話 に よる ご 質問 に は 一 切 お 答え で きま せん 。 また 、 本 書 の 内 容 以外 に つい て の 質問 に つい て も 
| お 答え する と と が で きま せん の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


| メー ル ア ド レス book_mook@mynavi.jp 
i ファ クス 03-3556-2742 
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